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　　1 : 50,000   地質図幅
　　説　　     明　　     書                                                                     （昭和 30年稿）

唐　　    津
（福岡―第59号）

　本調査は昭和 26，27 年度事業として行われ，おもに第三紀層分布地域を小林・今井

が，花崗岩類および玄武岩類分布地域を松井が担当した。また貝化石の鑑定は水野篤

行に，鉱物の記載は砂川一郎によった。現地調査に際し，住友石炭鉱業株式会社唐津

砿業所・中島鉱業株式会社・杵島炭鉱株式会社大鶴砿業所から資料の提供および調査

上の便宜を受けた。

I.  地　　  形

　本図幅地域は九州北西部に位置し，地域の北東部は玄界灘に面し，南西部には福島

から南へ向かって伊万里湾が彎入しており，主部はその間にあって，北方へ突出した

東松浦半島の基部をなしている。

　本図幅地域は地形上玄武岩が分布する熔岩台地の地域と，第三紀層・花崗閃緑岩類

が分布する丘陵性の地域とに区分される。

　熔岩台地をつくる玄武岩は唐津と今福を結ぶ線をほゞ境として，それより北西の区

域に広く分布し，北隣呼子図幅地域に及んでいる。台地の高さは地域中央部の石高山

附近で標高 270 m，南西隅の今福附近で 150 ～200 m で，北西方へ向かって徐々に低

くなり，鷹島の北端で 50 m，向
むくじま

島で 40 m となっている。台地の表面は僅かに開析さ

れて緩やかな起伏を呈するが，これを遠望すればみごとな平坦面をなしている。海岸で

は台地の周縁部は侵蝕されて急斜面をなし，鷹島・向島・入
いりの

野村の海岸等では，柱状

節理の美しい玄武岩の絶壁がみられる。玄武岩熔岩の下には花崗閃緑岩類および第三

紀層が分布し，これらの基盤岩と玄武岩との境面は局部的な小起伏はあるが，ほゞ平

坦である。このことは，玄武岩熔岩が流出する直前の地形が準平原化していたことを

物語っている。また，北波多村徳
とくすえ
須恵北方の山頂部には，点々と玄武岩熔岩が残って

おり，この地域にもかつては広く玄武岩熔岩が分布していたものと思われる。熔岩台
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地では一般に河川の発達が悪く，仮
かりや

屋湾に注ぐ切
きりご

木川・有浦川以外にみるべきものが

ない。

　地域の南東部には玄武岩の熔岩台地は認められず，花崗閃緑岩類および第三紀層が

露出しており，一般に丘陵性の地形を呈し，その高さは地域南東隅の岸岳（標高 320

m）が最も高く，全般的には 100 ～200 m 程度である。第三紀層の分布する地域では，

山稜は地層の走向に従って発達する傾向があり，多くの場合ケスタ地形をなし，山の

斜面は地層の傾斜の方向には緩く，反対の方向では急になっている。岸岳から駒鳴峠

に連なる稜線は，南隣伊万里図幅地内の大野岳・城古岳（いずれも標高 400 m 以上）

に延びている。この稜線は第三紀層の向斜軸とよく一致している。丘陵地形を呈する

地域では，河川の発達が著しく，おもな河川（松浦川・波多川およびその支流）はいず

れも北流ないし北東流し，唐津で海に注いでいる。木
こ ば
場から井野尾・津

つ る
留を経て行合

野に達する波多川の支流は，上流ではほゞ地層の走向に一致した方向をとって流れる

が，津留の西方では地層の走向に斜交し，駒鳴砂岩層の粗粒砂岩からなる山塊をうが

って横谷をなしている。このために津留の西方では峡谷をなし，両岸は 40 m に及ぶ

絶壁をなして壮観を呈している。同様な景観は行合野の南方にも見られる。波多川は

支流が多く集水面積が広いために，徳須恵附近では多雨期にしばしば氾濫することが

ある。松浦川は本地域最長の河川で，南隣伊万里図幅地域内の三間坂附近に源を発

し，北流して鬼塚村で波多川を合わせ，流域に冲積平地をつくって唐津で玄界灘に注

いでいる。

　海岸地形は図幅地域の北東部と西部とで，著しくその趣を異にしている。北東部の

海岸は西部の海岸に較べて海岸線の屈曲が少なく，弧状を呈し，景勝地で有名な松浦

潟には砂丘が発達している。このような特徴は隣接呼子図幅地域の東海岸にも見ら

れ，そこでは陸繋島および砂洲が発達している。西部の海域には鷹島・福島を初め，

突兀とした大小の島々や瀬が多く，海岸線は著しく屈曲に富み，沈降海岸の特徴をよ

く示している。

II.   地　　 質

　本図幅地域の地質は先第三紀の花崗閃緑岩類，第三紀の相知層群・杵島層群・佐世
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保層群，第四紀の洪積層・玄武岩類および冲積層によって構成されている。花崗閃緑

岩類は，北九州の背振山塊を中心として広く分布している花崗岩体の西端にあたるも

ので，本地域に分布する第三系の基盤をなしている。この附近一帯に広く分布する第

三系は相知層群に始まり，佐世保層群の上位の野島層群，平戸島に発達する田平層ま

で，全層厚 5,000m に及び，西方へ開いた堆積盆地をなして伊万里・有田附近を中心

として杵島・東松浦・北松浦・西松浦・西彼杵・東彼杵の各郡に跨がって広く分布し

ている。本図幅地域の第三系はこの堆積盆地の北東周縁部にあたり，図幅の北域では

佐世保層群が直接基盤の花崗閃緑岩類を被覆している。本図幅地内には野島層群は分

布しない。第三系中には石英粒の多い砂岩が多量に見られるが，これは第三系の堆積

期を通じて，その堆積盆地の北東後背地をなしていた花崗閃緑岩類から，その材料の

供給を受けたものと思われる。火山活動に関しては，相知層群および杵島層群堆積期

には著しいものがなく，僅かに相知層群芳の谷層の下部，杵島層群の佐里砂岩層上部

（骨石）および駒鳴砂岩層中に凝灰岩が存在する。これらはいずれも流紋岩質である。

これに対して，佐世保層群堆積期においては次第に石英安山岩質の火山活動が著しく

なる。相知層群および杵島層群は緩やかな褶曲構造を呈している。この構造は南隣伊

万里図幅地域に見られる褶曲溝造の延長と思われる。佐世保層群は走向の変化は認め

られるが，相知層群・杵島層群ほど褶曲が著しくなく，単斜構造に近い構造を示して

いる。このような構造は本地域内に最も多くみられる NW‒SE 方向，あるいは WNW‒

ESE 方向の断層によって断たれて，複雑な地質構造を示すに至っている。これらの

主要な断層は，ほとんどそのすべてが洪積層および玄武岩類を切っていないので，第

三系の堆積後あるいは堆積と相前後して褶曲運動が起こり，その後第四紀以前に断層

運動が行われたものと思われる。断層運動の終った後，東方から徐々に広範な地盤の

上昇が起こり，準平原化作用が進み，各地に小範囲に洪積層が堆積した。準平原化作

用がほゞ完了してから，玄武岩熔岩が広く流出した。

II. 1   花 崗 閃 緑 岩 類

　本図幅地域の花崗閃緑岩類は呼子図幅地内に分布する花崗閃緑岩類と一連のもの

で，図幅地域の北東部に広く露出しており，その南東部では畑島断層を境として第三

   4



紀層と接し，北部では第三紀層および玄武岩類に覆われている。おもに細粒～粗粒の

花崗閃緑岩および花崗岩からなり，大体次の 3 種に分けられるが，これら相互の関係

は判然としない。

　　1）片状角閃石黒雲母花崗閃緑岩

　　2）黒雲母花崗岩および両雲母花崗岩

　　3）圧砕岩質花崗閃緑岩

　II.  1.  1    片状角閃石黒雲母花崗閃緑岩

　本岩は唐
とうほう

房・大島・鬼塚村宇の木附近および有浦村等に分布し，全般に細粒で，角

閃石・黒雲母等の有色鉱物が著しく，片状を示す。角閃石・黒雲母はほとんど同量に

含まれ，時に長石が褐色を帯びることがある。本岩には副成分鉱物としてチタナイト

が含まれているのが特徴である。また，アプライト脈と緑簾石の小脈が見られる。

　鏡下に検すると，主成分鉱物として斜長石・カリ長石・石英，副成分鉱物としてチ

タナイト・少量のジルコン・燐灰石および磁鉄鉱を含有する。斜長石は灰曹長石程度

で，アルバイト・カールスバッド双晶を示すものが多い。カリ長石は他の鉱物の間隙

を充塡している。石英は不規則な間隙充塡形状を示し，まれに軽度の波動消光を示す。

角閃石は緑色で，燐灰石や微細な黒雲母・チタナイト等を包有する。チタナイトは本

岩相には特に多く含まれており，黒雲母・角閃石等と共生している。

　II.  1.  2    黒雲母花崗岩および両雲母花崗岩

　本岩は唐津市の南部・西部および丈高山附近によく発達する。細粒～中粒の両雲母

花崗岩がおもで，副成分鉱物として柘榴石が認められる。しかしある部分では黒雲母

が多くなり，白雲母・柘榴石がほとんどなくなることがある。丈高山・神田附近では

アプライト・ペグマタイトの小脈に富むことがある。唐津市西部および丈高山附近の

ものは深層風化が著しく，脆弱である。

　鏡下では，斜長石・カリ長石・黒雲母・白雲母を主成分鉱物とし，少量の燐灰石・

磁鉄鉱を副成分鉱物として含有している。2 次的鉱物として炭酸塩鉱物および緑泥石

を生じている。一般に粗粒完晶質で，花崗岩組織を示す。斜長石は灰曹長石程度で卓

状，清透である。一般に軽度の累帯構造を示す。石英は主として間隙充塡状を示し，
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塵埃状包有物に富み，時に著しい波動消光を示す。カリ長石は間隙充塡の不規則な形

状を示し，清透で，斜長石・石英等の接触部附近においてミルメカイトを生じている

ことがある。なかには微斜長石に属し，微細な格子構造を呈するものがある。黒雲

母は暗褐色～淡褐色で多色性を示し，一般に板状で，多くは緑泥石化作用を受けてい

る。このほかチタナイトが一般に含有されている。

　II.  1.  3    圧砕岩質花崗閃緑岩

　本岩は地域南東部の岸岳線牟
む た べ
田部駅から牟田部部落附近にかけて分布しているが，

その状態は畑島断層に平行して，花崗閃緑岩中にレンズ状に存在するものと思われ

る。肉眼的には緑褐色で著しく圧砕され，有色鉱物は甚だしく緑泥石化作用を受けて

いる。岸岳線牟田部駅および牟田部部落附近では，バラスとして採石されている。

　鏡下で検すると，斜長石・石英・カリ長石および黒雲母を主成分鉱物とし，少量の

磁鉄鉱・チタナイトおよび燐灰石を副成分鉱物として含む。一般にやゝ粗粒で花崗岩

組織を残しているが，局部的に著しい圧砕構造を示す。斜長石は灰曹長石程度で柱状

を示し，2 次的変質によってやゝ暗色に汚染し，微細な炭酸塩鉱物を生じている。

累帯構造は認められない。石英は不規則な間隙充塡の形状を示し，微細な包有物に富

む。石英は最も著しく圧砕され，不規則な粒状～破片状になっており，各片は消光位

を異にし，著しい波動消光を示す。カリ長石は主としてペルト石構造の顕著なペルト

石で，不規則な間隙充塡の形状を示し，一般に清透である。2 次的変質によりカオリ

ンを生じていることがある。黒雲母は褐色～淡褐色の多色性を示し，主として板状で

ある。2 次的変質によって緑泥石を生じ，小粒状の燐灰石や黒褐色不透明の鉄鉱物を

包有物として含んでいる。

II. 2   第　三　系

　唐津・佐世保両炭田を包括する第三系については，すでに長尾巧 3）4）・上治寅次郎 5）・

松下久道 8）等の総括的な研究が行われており，また，最近では山崎達雄 16）22）・長浜

春夫 20）23）・竹原平一 4）・斎藤林次 17）19）21）等の研究によって，従来不明であったり疑問

   6



とされていた問題が次第に整理され，解明されてきた。しかしまだ全域的な層序関係・

地質時代等について将来の研究にまたねばならない問題が残されている。

　九州北西部における第三系の基盤岩類は花崗閃緑岩類・変成岩類等で，これら基盤

岩類と第三系との不整合関係が各地で知られている。本図幅地域における基盤の花

崗岩閃緑岩類と第三系との関係については，相知層群・杵島層群はともに畑島断層によ

って断たれているが，有浦村諸
もろうら

浦附近では佐世保層群が花崗閃緑岩類を不整合に覆っ

ているのが見られる。

　相知層群と杵島層群との層序関係については，従来整合と考えられていたが，最近

山崎達雄 16）は両者の間にごく緩い傾斜（ほとんど平行）不整合を推定している。また斎

藤林次・木原敏夫・小玉賢一 17）は，唐津炭田北部で相知層群堆積後に緩慢な褶曲運動

が行われ，これに続く侵蝕・削剝の時代を経て杵島層群が堆積し，両層群の間には明

瞭な不整合があるとした。

　本図幅地域での相知層群と杵島層群との関係は，相知層群の上部が北方へいくほど

薄くなる傾向はあるが，不整合と断定しうる確証は得られない。

　杵島層群と佐世保層群との層序関係についても，従来整合と考えられていたが，両

層群間の構成物・堆積状態・化石種等の相違から，最近に至って不整合ではないかと

考える者が多くなり，山崎達雄 22）は本地域内の切木村満
みつこし
越南西方海岸の 1 露頭で不整

合関係を認めた。竹原平一 14）もこの露頭を認め，ほかの地域での観察をも併せて，両

層群の関係を disconformity とした。しかし，早岐・伊万里等では整合とみなす意見

も多い。本調査では不整合を指示する資料が得られなかったので，一応整合と考えた

い。各層群の地質時代については，長尾巧 4）は相知層群を後期始新世，芦屋層群（杵島

層群）の大部分を前期～中期漸新世，佐世保層群の一部を中期～後期漸新世とした。ま

た，大塚彌之助6）は芦屋層群（杵島層群）は芦屋―石狩時代（漸新世）に，佐世保層群は浅

貝―幌内時代（後期漸新世～前期中新世）に相当するとした。上治寅次郎 5）は佐世保層

群最上部の野島層註1）が前期中新世に相当する可能性を述べている。また，高井冬二 13）

は佐世保層群中里層から産した Brachyodus Japonicus MATSUMOTO からその時代

を Burdigarian とした。さらに長浜春夫 20）23）は佐世保層群上部の研究により，佐世

　註1）上治寅次郎は佐世保層群最上部層を野島層とし，福井一枚炭層をもって下位の福井層との境とした。
　　　　上限は不明である。したがってこの野島層は長浜春夫の加勢層および野島層群を含むものと思われる。
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保層群の中里層から加勢層までを中期中新世，相浦層を前期中新世，杵島層群を漸新

世とした。これに対し斎藤林次は相知層群と杵島層群との間を古第三紀と新第三紀と

の境としている。本調査地域では相知層群を始新世（?），杵島層群を漸新世，佐世保

層群を前期～中期中新世とした。

   II.  2.  1    相  知  層  群

　本層群は第三系の最下部を占め，基盤の花崗閃緑岩類とは畑島断層で境されてい

る。本層群を主要稼行炭層である五尺炭層および三尺炭層を含む泥岩帯中の顕著な流

紋岩質凝灰岩の下限もって 2 分し，下部を厳
きうらぎ

木層，上部を芳の谷層とした。本地域

の厳木層は一般に茶褐色に風化する砂岩に富み，海棲貝化石を含み，炭層は伴なわな

い。芳の谷層は唐津炭田の主要夾炭層で，植物化石に富む。本層群の厚さは約 350 m

である。

　嚴　木　層

　本層は徳須恵の北東方に分布する。畑島の南方で基盤の花崗閃緑岩類と断層関係

をもって接しているのが認められる。その他の箇所でも，その分布状態から本層と

花崗岩類とは断層関係にあるものと推定される。本層の模式地矢代町附近では，最

下部に厚さ 0.5 ～ 1 m の，主として花崗岩の円礫（径 10 cm 以下）からなる礫岩層が

あり，その上位は風化すると褐色～赤褐色を呈し，玉葱状構造を示す中粒～粗粒砂岩

となり，さらにその上に厚さ約 10 m の灰白色凝灰質泥岩がある。本層の上部は風化

すると黄褐色～褐色を呈する灰色～灰緑色，中粒～粗粒の堅硬な砂岩と，軟らかい砂

岩との互層を主とする。互層は単層の厚さが 3 m 以下である。この互層の最上部には

保存の悪い海棲貝化石を産する。これは長尾巧 4）の “ Lower Pecten sakitoensis 帯 ”

にあたるもので，大杉と上大杉との間および竹
たけあり

有附近に認められる。互層部の堅硬な

塊状砂岩は石材として採石されることがあり，層理面には雲母片が認められる。本層

上部の砂岩中には一部淡灰色を呈し細粒～中粒で，炭質物の薄膜を含む砂岩がある。

この砂岩は芳の谷層の砂岩に非常に似ている。本層はその層序的位置から，地域外の

厳木地区の厳木層に対比される。しかし，厳木地区では全層厚が 400 m を超え，厳木

五尺炭層を挟むが，本地域では約 120 m で，炭層の発達は見られない。

   8



　

　芳  の  谷  層

　本層は主として灰白色の細粒～中粒砂岩，暗灰色～黒色（露頭では灰色）を呈するシ

ルト岩あるいは泥岩からなり，随所に炭層を挾んでいる。また，基底部および本層下

部の中部には，それぞれ厚さ 2 ～ 4 m の灰白色の流紋岩質凝灰岩を挾んでいる。本層

上部の灰白色細粒～中粒砂岩は，1 層の厚さが 6 ～ 35 m 以上に及ぶものがあって，各

所に顕著な崖をつくっている。本層は坊中および水ノ本山附近で，畑島断層を境と

して花崗閃緑岩類に接している。岸岳附近の本層は第 1 図における上三尺炭層を含む

泥岩帯の上限を境として，下部および上部に 2 分されるが，竹有・成
なりぶち

淵および重河内

附近に分布する本層は，一般に炭層の発達が悪く，試錐等の資料も少なく，また野外

においては，成淵の谷底に上位の杵島層群によって覆われて僅かに露出するだけで，

岸岳附近のものとの対比が不確実であるため，地質図上には芳の谷層として一括塗色

した。本層は層厚 140 ～ 270 m である。

　岸岳附近の芳の谷層    （第 1図の標準柱状図，第 11図参照）   第 1 図の標準柱状図の

①は芳の谷層の基底部で，淡灰色～紫褐色を呈する泥岩を主とし，厚さ 3 m 以下の灰

白色～灰黄色の凝灰岩，または凝灰質砂岩を数枚挾んでおり，10 cm 以下の炭層，ま

たは炭質頁岩を多数含んでいる。そのすぐ上には五尺炭層および三尺炭層があって，

矢代町の神社附近および鉄道を挾んだ対岸の小沢，岸岳炭砿坑口附近などに露出する。

厳木地方では本層準より Nelumbo  sp. 等の植物化石の産出が知られている 16）。

　②の下部は黒色（露頭では灰色）泥岩を主とし，厚さ 2 m以下の黄褐色～淡灰色を呈

する中粒～粗粒砂岩を含み，厚さ 10 cm 以下の炭層または炭質頁岩を 2，3 枚挾んで

いる。この炭層中には珪化木を含むことが特徴的である。この上は不規則に帯状に硬

い部分を挾む薄板状の中粒砂岩で，灰白色を呈し風化すると黄色となる。この特徴あ

る層準は，岸岳駅の南から三角点（58.6 m）の北斜面に沿って東方へ追跡され，また坊

中附近にも露出する。

　③の下部は厚さ 5，6 m の白色～淡灰色の凝灰質泥岩あるいは凝灰岩で，厚さ 20

cm 以下の堅硬な粗粒砂岩を挾む。この上位に厚さ 9 m の黒色泥岩帯があり，炭層を

挾有し，さらにその上に灰白色で風化すると黄褐色～淡灰色を呈する厚さ 6，7 m の

中粒～粗粒砂岩があるが，これは野外においてやゝ著しい崖をつくる。これらの層準

は，岸岳駅南方の岸山鉱業所坑口附近から稗
ひえだ
田南方へかけてよく観察される。
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第 1 図　 芳  の  谷  層  柱  状  図



　

　④は厚さ 9 m の灰白色で堅硬な中粒～粗粒砂岩で，よく崖を形成する。この砂岩の

直下に厚さ 30 ～50 cm の炭層があり，坊中の南の沢および坊中と矢代町との間の峠附

近に露出する。

　⑤の下部は厚さ約 25 mの暗灰色シルト岩で，その下部には上三尺炭層（七ヘダ）が

ある。上部は層厚 36 m に及ぶ風化すれば黄褐色を呈する白色～淡灰色の中粒砂岩で，

石英粒が多く，また雲母片を含むことがあり，処々で採石されている。この砂岩の直

下にも 1 枚の炭層があり，小規模に採掘されたところがある。この炭層の産出状態は④

の炭層によく似ている。この厚い砂岩は，本地区において最も顕著な崖をつくるもの

で，稗田附近から東へ坊中の南東まで，岸岳の北麓に連続して露出し，さらに相知町

杉野附近でも認められ，よい鍵層となる。本図幅ではこの砂岩の下限を芳の谷層上部

の基底として，本層を上・下に 2 分した。

　⑥は岩床状に迸入した粗粒玄武岩で，佐里断層の南西方で住友石炭鉱業株式会社に

よって施行された唐津 4 号稗田試錐・唐津 2 号稗田試錐および唐津 5 号志気
しげ

試錐の岩

芯中にみられ，いずれも芳の谷層中に迸入しており，その厚さは 200 m に達する場

合がある。しかし芳の谷層が地表に露出する岸岳附近および成淵の谷では，粗粒玄武

岩の露頭はみいだされない。

　⑦はそれぞれ 2，3 枚あるいは数枚の薄炭層を挾有し，風化面で灰色を呈する 3 帯の

黒色泥岩あるいは暗灰色シルト岩と，それらの間に介在する 2 帯の風化して黄褐色を

呈する灰白色中粒砂岩とからなる。これらの炭層は一部採掘されたことがあり，砂岩

は造崖性である。下位と上位との泥岩帯中の炭層に伴なって，厚さ 40 cm 以下の淡灰

色凝灰質泥岩が存在することがある。これらの状況は矢代町から岸岳へ登る道路でよ

く観察される。岸岳の西斜面の沢に見られる炭層は，上位および中位の泥岩帯中のも

のであろう。厳木地方では本層準からも Nelumbo nipponica， Sabalites nipponicus

等の植物化石を産することが知られている 16）。

　竹有・成淵・重河内附近の芳の谷層（第 1，11図参照）本地区の芳の谷層の岩相は

岸岳地区のそれと変わらないが，詳細な対比は困難である。芳の谷層基底部の凝灰岩

層は，竹有と成淵との間の道路上で認められる。五尺炭層および三尺炭層は山彦 1 号

試錐において深度 260 m 附近に見られるが，竹有北方では五尺炭層および三尺炭層の

露頭は確認できなかった。第 1 図の成淵試錐柱状図にみられる凝灰岩層と，竹有―上
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平野間の道路上および水ノ本山北面で畑島から成淵に至る道路上，に露出する白色～

淡灰色を示す凝灰質泥岩あるいは凝灰質砂岩とは，岸岳地区における芳の谷層下部の

中部にある凝灰岩層に対比できる。山彦の高地の東斜面の谷において，かつて小規模

に採掘されたことのある炭層群は，成淵試錐柱状図における①に相当し，岸岳地区の

標準柱状図の⑤の下部にある炭層（上三尺炭層）あるいは④の炭層に対比される。この

炭層群より上位に，やゝ顕著な造崖性砂岩があって，山彦の高地の東斜面および水ノ本

山の南峯（標高約 190 m）に露出し，その直下に炭層を伴なっている。これらは成淵試

錐柱状図の②にあたり，標準柱状図の⑤の最も顕著な造崖性砂岩およびそれを上盤と

する炭層に対比される。すなわちこの造崖性砂岩層を基底部として，これより上位の

地層は岸岳地区の芳の谷層上部に相当するが，この造崖性砂岩層は水ノ本山の南峯か

ら北へ追跡することができないので，本地区の芳の谷層はこれを 2 分せずに一括した。

成淵部落入口の橋下および成淵の谷の奥には炭層の露頭があり，両者の間には 5，6

m の厚さで白色～淡灰色を呈する石英粒の多い細粒～中粒砂岩があり，成淵の谷の奥

のものの方が上位にあたる。これらの層準は成淵試錐柱状図の③に相当する。

　鬼塚炭砿においてかつて採掘されたことのある炭層は，上記の成淵の炭層と同一層

準のものと推定される。重河内附近には，厚さ 1.5 m 以下で白色～淡灰色を呈し，風

化すると赤褐色になる凝灰質泥岩および凝灰質砂岩を含む淡灰色～灰色のシルト岩帯

があり，このなかに厚さ 10 cm 以下の炭層あるいは炭質頁岩が 2，3 枚介在する。この

上位には厚さ 3 ～4 m の白色～淡灰色細粒砂岩がある。これら成淵・鬼塚炭砿および

重河内附近の炭層を含む層準は，岸岳地区の標準柱状図の⑦に対比される。本地区の

芳の谷層は，岸岳地区の芳の谷層に較べ一般に炭層の発達が悪く，主要稼行炭層であ

る五尺炭層・三尺炭層等も薄くなっている。特に芳の谷層上部の最も顕著な造崖性砂

岩層の上位にあたる薄炭層群（標準柱状図の⑦）は，成淵地区ではほとんどみられず，

また芳の谷層上部の層厚も岸岳地区では約 100 m であるのに対して，本地区では僅か

に 30 m であることは注目すべきことである。

    II.  2.  2    杵  島  層  群

　本層群は図幅地域の中央部から南東部にかけて分布する。岩相によって本層群を下

位から杵島層・佐里砂岩層・行合野砂岩層・駒鳴砂岩層・畑津砂岩層・畑津頁岩層に
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第  2  表　　杵　島　層　群　地　層　名　一　覧　表

各層中の（　）内の数字は層厚，単位 :   m



区分する。杵島層群に関する従来の地層区分および地層名と，本図幅におけるそれと

の関係は第 2 表の通りである。本層群と基盤の花崗閃緑岩類との関係については，重

第  2  図　   杵  島  層  群  柱  状  対  比  図
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河内附近では杵島層および佐里砂岩層が畑島断層を境として花崗閃緑岩類に接し，切

木北東方では玄武岩に覆われて直接の関係はわからないが，行合野砂岩層が花崗岩類

に近接して分布している。しかし全般的には下位層から上位層へ順次基盤を被覆して

いるものと思われる。下位の相知層群との関係は整合と考える。本層群は全般に海棲

貝化石に富み，炭質物を含むことが多い。岩相の水平的な変化は著しくない。全層厚

は約 1,000 m である。

　杵　島　層

　本層は岸岳の周辺および徳須恵北西方の成淵・重河内・熊の峯附近・加倉・木場附

近に分布する。下位の芳の谷層最上部にあたる夾炭部に続く砂岩帯の下限を本層の基

底として区分した。

　成淵・重河内・熊の峯附近では，成淵の谷の奥に露出する芳の谷層最上部の炭層の

上に，厚さ 10 m 以上の風化して黄褐色を呈する淡灰色中粒～粗粒砂岩がある。この

砂岩は石英粒が多く，その下部は時に礫質となることがあり，成淵およびその対岸に

崖をつくって連続して露出する。岩質的には芳の谷層中の砂岩と全く同様である。こ

れより上位は単層の厚さ 1.5 m 以下の砂岩と，泥岩あるいはシルト岩との細かい互層

からなる。泥岩は黒色で風化すると淡灰色を呈し，上部ほど優勢となる。砂岩は下部

では淡灰色を呈し，石英粒の多い中粒砂岩で，芳の谷層中の砂岩と岩質上同じもので

あるが，上部になると風化して黄緑色を呈する細粒～中粒砂岩となり，いわゆる杵島

型の砂岩となる。岸岳附近でもほゞ同様の関係がみられ，矢代町から岸岳へ登る道路

では，本層の下部は風化すると黄緑色を呈する灰色の細粒砂岩を主とし，時に礫質と

なる。上部は黄緑色の細粒砂岩と灰色泥岩あるいはシルト岩との互層である。木場附

近に露出する本層は，上部は暗灰色シルト岩に富み，下部は灰白色細粒～中粒砂岩に

富むが，露出が限られているために詳しい層序は明らかでない。加倉附近には，断層

によって本層最上部のシルト岩が僅かに露出する。本層から次の化石を採取した。

　　  Crenella subfornicata  NAGAO 

　　  Venericardia subnipponica  NAGAO 

　　  Athleta  sp.

　本層上部の細粒砂岩ないしシルト岩中に，保存の悪い貝化石に富む帯があり，岸岳西

麓の沢で認められる。これは層序上長尾巧 3）の有田化石帯に相当するものと思われる。
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　本層の厚さは成淵・重河内・熊の峯附近で80～ 100 m，木場附近で120 m内外，岸

岳附近で 100 ～120 m，唐津 4号試錐で 120 m 以上である。

　佐里砂岩層

　本層は図幅南東隅の国鉄佐里温泉駅附近に標式的に露出し，そのほか岸岳の山頂部

およびその西域，唐津砿業所―深谷―大知木間，加倉・木場附近に分布する。本層の

下限は杵島層最上部の細粒砂岩ないしシルト岩に続く粗粒～中粒砂岩の基底である。

本層は各地を通じて岩相の水平的変化が少ない。

　本層の下部はおもに暗緑色～灰青色粗粒砂岩からなり，処によっては礫質砂岩とな

る（下平野附近）。砂岩は直径 1 m 内外の王葱状風化構造を示す特徴がある。下半部に

は厚さ 20～30 cm の礫岩層が 1，2層あり，礫は珪質岩・粘板岩・砂岩などからなり，

ほゞ等粒，直径 2 cm 内外で，よく円磨されている。この礫岩は全域にわたっては必

ずしも連続しない。

　中部は下位から次第に灰白色中粒～細粒砂岩となり，炭質物・砂管を含むことが多

い。砂岩は処により粒度が不均一である。比較的均質な部分は石材として採石され

る。しかし甲
かぶとじょう

城稲荷・下平野・深谷附近ではこのような特徴は見られず，むしろ全般

に粗粒で，下部と同様な特徴を示している。

　上部は比較的均質な灰白色～灰青色を呈する細粒～中粒砂岩を主とし，随所に暗灰

色泥岩あるいはシルト岩の薄層を挾む。この泥岩の薄層に伴なって，「骨石」と呼ばれ

る厚さ 20 cm 内外の流紋岩質凝灰岩あるいは流紋岩質凝灰質砂岩がある。骨石は緻

密，堅硬で，新鮮な場合は暗青色を呈するが，風化すると赤褐色から黄白色～白色と

なり，角柱状の節理が発達する。骨石の直上部には，厚さ 10 cm 内外の堅硬な灰白色

粗粒砂岩を伴なうことが多い。この砂岩はアルコーズで，やはり角柱状に割れる特徴

がある。このような骨石を含む地層はよく連続し，唐津炭田における主要な鍵層とな

っている。本層からは，稗田―行合野間道路および山彦附近で，次の貝化石を産した。

　　  Chlamys ashiyaensis  NAGAO 

　　  Crassatell i tes yabei  NAGAO 

　　  Pitar ? matumotoi  NAGAO 

　　  Glycymeris  sp.  

　　  Siphonalia supragranulata  NAGAO
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　本層の厚さは 80～90 m である。

　行合野砂岩層

　本層は筒井・行合野附近を中心に，ほゞ NW‒SE 方向に細長く分布する。佐里砂岩

層の骨石帯に続く細粒～中粒砂岩の基底をもって，本層の下限とする。本層は主とし

て塊状の細粒～中粒砂岩からなり，新鮮な部分では暗青色～淡灰色を呈し，風化すると

灰白色を呈し，処により淡紅色・淡緑色を呈する特徴がある。全般に炭質物または炭

化木片を含むことが多く，不均質な部分では，細粒砂岩中に粗粒砂岩がレンズ状に混

入していることが多い。比較的均質な部分は石材として各所で採石される。このよう

な特徴は佐里砂岩層の中部とよく似ており，岩質上両者を区別することができない。

しかし，甲城稲荷・行合野・筒井附近では，中部および上部に暗緑色粗粒～礫質砂岩

が発達している。これはまた佐里砂岩層の下部とよく似ている。本層の厚さは全般に

変化が少なく，120 m 内外である。

　駒鳴砂岩層

　本層は主として暗緑色粗粒砂岩または細礫質砂岩からなり，緑色鉱物を含み，また

長石の白色斑点が明瞭である。一般に造崖性が著しく，山腹に崖をなして連続するの

で，地形的にも他の地層と区別し易い。長径 1 m 内外のやゝ楕円体状の玉葱状風化

構造を示すことが多く，これがさらに風化すると赤褐色の土壌となる。このような特

徴は志気附近で特に顕著である。本層の下底には厚さ約 1 m の礫岩層が発達すること

が多い。この礫は珪質岩・緑色岩を主とし，直径約 1 cm で亜角礫状を呈する。特に

田代・津留・行合野・志気附近では，その発達が著しい。粗粒砂岩中に数枚の凝灰質

岩が挾まれており，その性状は佐里砂岩層中の骨石とよく似ているが，たゞ佐里砂岩

層中の骨石が凝灰質であるのに較べ，本層中の骨石はむしろ砂質である。この骨石の

あるものは，田代・津留・行合野・志気附近でよく連続するが，その多くは局部的に

発達しており，全域にわたっては連続しない。本層から次の化石を産した（産地 :  井

野尾附近・津留―行合野間道路・志気西方・駒鳴峠附近）。

         Chlamys ashiyaensis  NAGAO 

         Glycymeris cisshuensis  MAKIYAMA 

         G. altoumbonata  NAGAO
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　       Solen  sp.

　本層は中山・津留・行合野附近で最も厚く，100 m を超えるが，南東部の志気附近

では 60 ～70 m となり，また北部の井野尾・岩本附近では北方へ向かって次第に厚さ

を減じ，切木においては全く消滅する。

　畑津砂岩層

　本層は下位の駒鳴砂岩層とは整合関係にあるが，駒鳴砂岩層が北方へ向かって薄く

なり，遂に消滅するために，切木附近では行合野砂岩層に本層が直接する。

　本層は細粒砂岩を主とし，粗粒砂岩・シルト岩を随所に挾む。細粒砂岩は新鮮なと

ころで暗青色～灰青色を呈し，風化すると灰白色～黄白色に変化する。本岩は風化す

ると玉葱状構造が非常に明瞭で，通常その直径は 1 m 内外であるが，シルト岩と互層

する場合には直径 30 cm 内外になることが多い。本層の最上部ではこの細粒砂岩が

30 ～50 m の厚さでよく連続し，均質な部分では採石されることがあり，よい鍵層と

なる。シルト岩は暗灰色を呈し，葉片状に剝離するものと，泥勝ちで塊状のものとが

ある。これらは単層としては連続しないが，中山南西域および重橋附近以外の地域で

は，本層の中部に多くみられる。粗粒砂岩は南部では濃緑色～灰緑色を呈し，北方ほ

ど淡緑色となる。この岩質は駒鳴砂岩層のものとほとんど変わらない。第 2 図に示し

たように，粗粒砂岩は中山南西方（内野―真手野）で非常に厚く100 mに達し，その上

位と下位とはいずれも細粒砂岩であるが，北西方へ向かうに従ってこの粗粒砂岩は数

枚に分かれて，細粒砂岩・シルト岩と互層するようになる。土屋―煤屋間では，この粗

粒砂岩はところにより礫を伴なって急激に厚さを増し，またある部分では細粒砂岩～

シルト岩と互層して，変化が著しい。本層からは畑津附近で chlamys  ashiyaensis

NAGAO，Venericardia  sp.，Phaxas  sp. を産した。本層の厚さは杉野浦・満越附近で

約 300 m，土屋―煤屋間では 320 m である。

　畑津頁岩層

　本層の下限は畑津砂岩層最上部の細粒砂岩に続く泥岩とシルト岩の細互層部の基底

におく。本層は主として泥岩とシルト岩との細互層からなり，中部に砂岩に富む部分

がある。泥岩とシルト岩との互層部は暗灰色～暗青色を呈し，単層の厚さ 10 ～ 30 cm

の薄板状互層で，時に扁平な鉄銹質団塊を含み，満越附近では地層が緩やかな波状を

   18



呈することが多い。中部に発達する砂岩は細粒～中粒で，灰白色を呈し，板状を呈し

易く，白雲母を含み，炭質物が膜状をなして配列することが多い。板状のものは碁盤

大に割れ易く，風化するとこの割れ目に酸化鉄の累帯状の縞模様ができる特徴があ

る。このような特徴は佐世保層群中の砂岩には普通に見られる。砂岩の基底はしばし

ば凹凸を示し，下位の泥岩の塊を同時侵蝕礫として含むことが多く，また砂岩の厚さ

が急激に変化するところもあって，一見不整合のような観を呈する。この砂岩は満越附

近で層厚 20～30 m のものが 2枚認められるが，他の地域では本層の主部が海底にあっ

てほとんど露出しないので，これが連続するものか否か判明しない。本層は全般に化石

に乏しいが，長浜春夫は波多津北方の角串鼻で次の有孔虫化石の産出を報じている 24）。

        Ammobaculites  sp.  
         Bulimina  cf .  baccata  YOKOYAMA 
         B .  sp.  
         Cyclammina  cf .  pacifica  BECK 
         Eggerella  spp. 
         Eponides  sp.  
         Gyroidina  sp.  
         Haplophragmoides  spp. 
         Nonion  cf .  soldanii  （d′ ORBIGNY） 
         Plectina poronaiensis  ASANO 
         Robulus  sp.  
         Trochammina ashiyaensis  MURATA 
         T .  cf .  pacifica  CUSHMAN

　本層の厚さは杉野浦・満越附近で 300 m 内外である。

　II.  2.  3    佐  世  保  層  群

　本層群は杵島層群分布地域の西側に分布し，NNW‒SSE，　N‒S あるいは NNE‒

SSW の走向で西方へ傾斜し，したがって西方へ向かって漸次上部層が露出してい

る。本層群と下位の杵島層群との関係は，露出が限られているために明確ではない

が，野外で観察する限りでは整合と思われる。北部の有浦村附近では，本層群最下部
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   20第 3 表　  佐　世　保　層　群　総　括　表

註 :   標準柱状図の中里層以上の部分は長浜春夫の柱状図を基にした。
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第  3  図　    佐　世　保　層　群　模　式　柱　状　図



第  4  図　    試　 錐　 柱 　状 　対　 比 　図

の地層が基盤をなす花崗閃緑岩類の上に直接不整合で接している。本層群は全般に砂

岩と泥岩との厚い互層からなり，砂岩が優勢で，随所に主要稼行炭層を挾んでいる。

砂岩は主として灰白色～黄白色を呈する細粒～中粒砂岩で，石英粒に富み，またしばし

ば風化すると鉄銹質の赤褐色の縞模様または不規則な雲形，あるいは同心曲線等の模

様が現われる。砂岩中には鉄銹質団塊を含み，また砂管を含み偽層に富んでいる。泥

岩は灰白色～暗灰色を呈し，扁平な鉄銹質団塊を含むことがある。本層群の厚さは

1,300 ～ 1,400m に達する。図幅地域内の本層群については，炭層あるいは凝灰角礫

岩を鍵層として地層区分を行ったが，本層群の分布が断続していること，全域にわた

る良好な鍵層が少ないこととのために，各地域ごとに異なる地層名を用いた場合もあ
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る。これらの各層の関係を第 3表に示した（第 3表，第 3, 4, 12 図参照）。

　相  の  浦  層

　本層は下位の畑津頁岩層の泥岩とシルト岩との細互層に続く厚い灰白色砂岩の基底

を下限とし，福島二尺炭層（または大鶴二尺炭層あるいは大瀬五尺炭層）の上限をもっ

て上限とする。全厚 520 ～570 m で，全般に砂岩に富み，数帯の砂岩泥岩互層帯ある

いは泥岩帯を挟む。主要炭層群は 4 帯あり，いずれも稼行価値は少ないが鍵層として

役立つ。最下部の炭層群（新田五尺炭層）は他の炭層群に較べ，図幅地域内でよく連続

するので，これを含む泥岩帯の上限をもって便宜的に本層を上部と下部に分けた。

　下部　本層は諸浦周辺・満越西方・福島東端および波多津南方に分布する。下位の畑

津頁岩層との関係は，福島東端・満越西方の海岸および諸浦南西方のカブラー座川内

間でみられるが，いずれも下位の暗灰色泥岩とシルト岩との細互層が上部になるにし

たがい黄緑色細粒砂岩と互層し，次第に本層の厚い塊状灰白色砂岩に漸移しており，

野外で見られるかぎり整合である。基盤の花崗閃緑岩類との関係は，有浦村役場の南

方の露頭では第 5 図のように不整合である。有浦村で寺浦から諸浦にわたって追跡さ

れるモエズ炭層註 2），福島において長北炭砿から千鳥坑に続く炭層（七ヘダ炭層と呼

ばれる）および黒川村でかつて採掘されたことのある七ヘダ炭層は，本図幅地域内の

第  5  図　   有 浦 村 役 場 南 方 の 不 整 合 露 頭

佐世保層群中の最下位の炭層で，これらの炭層を含む泥岩帯をほゞ同一層準のものと

考えて，この泥岩帯上限を本層の上限とした。

　本層は灰白色細粒～中粒砂岩を主とするが，有浦附近では粗粒で礫質な部分があり，

　註2）第 3表にみられるように，相の浦層下部のモエズ炭層は入野村・有浦村附近で呼ばれるもので，標準層
　　　　序の新田五尺炭層に対比され，標準層序のモエズ炭層とは異なる。
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また福島および煤
すゝや

屋南方ではシルト岩と細互層して縞状を呈する部分がある。福島東

端の北部海岸では，本層下部の砂岩は著しい玉葱状風化を示して灰色となる。福島の

長北炭砿で採掘中の炭層は，厚さ 8 cm 以下の “ ゴマ ” と称する凝灰質砂岩を伴な

う特徴がある。この炭層の上位約 8 ～9 m の泥岩中に，炭質頁岩とともに堅硬な “ 骨

石 ” 状を呈する凝灰質砂岩が発達しており，この上は相の浦層上部の基底とした厚い

白色粗粒砂岩で，一部に礫岩を挾んでいる。また有浦村のモエズ炭層は，風化して赤

褐色を呈する厚さ 2 m 以下の淡灰色～灰白色の凝灰岩・凝灰質砂岩あるいは凝灰質泥

岩を伴なうのが特徴であり，よく追跡される。この炭層の上盤は相の浦層上部の基底

部である厚い灰白色粗粒砂岩で，一部礫質となっている。本層の厚さは福島東端の北

部海岸で約 170 m を算する。

　上部　本層は有浦村・入野村大鶴砿業所附近・同瓜ヶ坂・福島および黒川村に分

布する。黒川村以外の地域では，相の浦層下部の分布地域の西側にほゞ全層が見ら

れるが，黒川村では本層の下部が認められるに過ぎない。本層の上限は，本地域に

おける主要稼行炭層である福島二尺炭層あるいは大鶴二尺炭層の上限をもってする。

　本層は主として厚層をなす灰白色～白色の塊状砂岩からなり，この砂岩は風化する

としばしば鉄銹によって赤褐色の縞模様または不規則な雲形等の模様を現わす。砂

岩は，下部は中粒～粗粒で，上部ほど次第に細粒となり，時にシルト岩・泥岩および

薄炭層を挾有する。

　黒川村では本層の下部は七ヘダ炭層（新田五尺炭層に対比されるもの）を含む泥岩の

上に厚さ20～30 mの塊状の灰白色細粒～中粒砂岩があり，この砂岩中には不規則に礫

層が発達することがある。その上位に厚さ 25 ～30 m の板状細粒砂岩がある。この砂

岩は厚さ 10 ～15 cm の砂岩の単層の板を積み重ねたような外観を呈し，非常に特徴的

で，黒川村一帯によく連続して発達する。この板状砂岩は処によってシルト岩と細互

層することもある。

　本層中部には凝灰質な部分があり，福島の白土部落および籾の浦附近に “ 白土 ”

と称する凝灰質泥岩が認められる。またこれとほゞ同層準と思われるものは，入野村

梅埼北方海岸および梅崎のバス道路沿いに見られる。これは厚さ約 3 m の粗粒浮石質

凝灰岩である（第 6図 ）註3）。

　註 3）沢田秀穂の資料による。

   24



　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　  福島においてはこの凝灰質岩層の上位に数枚

　　　　　　　　　　　　　　　　　  の薄炭層を挾有する層準があり，籾の浦西方お

　　　　　　　　　　　　　　　　　  よび祝崎―白土間の道路上に露出する。ともに

　　　　　　　　　　　　　　　　　  厚さ 15 cm 以下の “ ヘダ物 ” で，籾の浦西方

　　　　　　　　　　　　　　　　　  のものは白色泥岩の夾みを伴なっている。しか

　　　　　　　　　　　　　　　　　  し入野村および有浦村地区では，これらの層準

　　　　　　　　　　　　　　　　　  の炭層はほとんど認められない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　  この夾炭部の上位で，福島二尺炭層の下位約

　　　　　　　　　　　　　　　　　  190 mの層準に特徴のある緑色礫岩層がある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　  これは緑色～暗緑色を呈する粗粒砂岩中に，1

　　　　　　　　　　　　　　　　　  層の厚さ 30 cm 以下の珪質岩・粘板岩・緑色

　　　　　　　　　　　　　　　　　  岩・砂岩等の礫からなる緑色細礫岩（礫の直径

　　　　　　　　　　　　　　　　　  0.5 cm 以下）を数枚挾むもので，福島の里部

　　　　　　　　　　　　　　　　　  落北東の 2 つの瀬（弁天島の西側），里―大山間

　　　　　　　　　　　　　　　　　  の道路の北東方の海岸および日の浦東方の海岸

　　　　　　　　　　　　　　　　　  に露出する。しかしこのような礫岩は入野村・

　　　　　　　　　　　　　　　　　  有浦村では認められない。

　大鶴砿業所附近で上二枚および下層と呼ばれる薄炭層は，大鶴二尺炭層からそれぞ

れ 60 m，120 m 下位にあり，上二枚炭層は大鶴砿業所 1 坑で稼行されている。福島

の里部落附近には上二枚炭層と同層準と思われる炭層の露頭があり，日の浦の東方に

は下層炭層に相当すると考えられる炭層が分布しており，これには珪化木を伴なって

いる。

　福島二尺炭層は佐世保地区で大瀬五尺と呼ばれる炭層に相当し，福島および入野村

阿
あこぎ

漕附近における主要稼行層である。入野村に分布する大鶴二尺炭層は大鶴砿業所

で稼行されている主要炭層で，福島二尺炭層に対比されるものであるが，その上下盤

の関係は福島二尺炭層のそれとは異なっている（第 4 図参照）。すなわち，福島二尺炭

層は厚さ 3 ～8 m の泥岩中にあって，泥岩の上下盤は厚層をなす砂岩であるが，大鶴

二尺炭層の下盤は 20 m 以上の厚さを有する砂岩で，上盤は 20 ～40 m に達する厚い

泥岩帯である。
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第 6図　梅崎北方海岸附近の柱状図



　

　相の浦層上部の層厚は福島で 350 ～400 m，大鶴砿業所附近で 350 m である。

　中　里　層

　本層は福島および入野村阿漕附近に分布する。本層の上限は鍋串二枚炭層の上限で

ある。入野村大鶴砿業所附近にも中里層の層準に相当する地層が分布するが，入野村

では一般に鍋串二枚炭層の発達が悪く，ことに地表でこれを確認することが困難であ

るために，この地域では本層とその上位の柚木層下部とを一括して入野層とした。

　中里層は主として厚い灰白色の塊状または縞状中粒砂岩からなり，厚さ 2～10 mの

暗灰色泥岩あるいはシルト岩，砂岩と泥岩との細互層等を数枚挾む。

　本層の基底より 38～56 m 上位には福島砂磐炭層がある。この炭層は厚さ 18 cm以

下の泥岩の夾みを有する山丈 20 ～50 cm の炭層で，その下盤は厚さ 4 ～10 m の暗灰

色泥岩で，上盤は厚層をなす砂岩である。大山炭砿附近には福島砂磐炭層を採掘した

旧坑およびその露頭が見られ，旧鯛の鼻炭砿に旧坑がある。本炭層は現在ほとんど稼

行されていない。

　福島の北端，旧鯛の鼻炭砿の北東で，入野村から福島に渡る高圧線の下に凝灰質角

礫岩が露出している。これは上盤に厚さ 20 cm の炭層を伴なう厚さ 1 m の凝灰角礫

岩で，その下位にも 2 ～3 枚の薄炭層がある。これと同様なものは水道を隔てた入野

村側でも認められる。この凝灰角礫岩は入野村における各地の試錐に現われており，

この地域では有力な鍵層となるが，福島では前記の処に 1 ヵ所露出するのみで，土
ど や
谷

1 号試錐柱状図および福島炭砿竪坑柱状図（第 4 図参照）にも認められず，また地表に

おける露出もなく，福島南部には発達していない。

　本層基底より 95～105 m 上位に福島ボケ炭層があり，そのさらに上位に貝化石を僅

かに含む部分がある。これらは前記凝灰角礫岩の露頭の西方海岸，土谷 1 号試錐柱状

図および福島炭砿竪坑柱状図等に見られる。

　鍋串二枚炭層は福島塩浜・徳
とくよし

義炭砿附近・鍋串部落西方・鯛の鼻炭砿北東および大

野村阿漕西方に露出し，福島では良好な鍵層となる。

　本層の厚さは 145 ～155 m である。

　柚木層下部

　本層の上限は晴気凝灰角礫岩層 9）の下限である。本層は福島・入野村阿漕附近およ

び鷹島に分布するが，福島および阿漕ではその下部が，鷹島ではその上部が見られる。

   26



入野村に分布する入野層の上部は柚木層下部と同層準の地層である（第 3 表参照）。

　福島においては，本層基底から 65 ～70 m 上位に白岩炭層があり，この間は主とし

て厚い塊状，細粒～中粒砂岩で，厚さ約 2 mの淡灰色泥岩と灰白色砂岩との互層をしば

しば挾み，Ostrea sp. その他の貝化石を産する（浅ケ谷海岸）。白岩炭層の下盤は褐鉄

鉱の小団球を含む白色の堅硬な細粒～中粒砂岩で，上盤は淡灰色～灰色の泥岩である。

本炭層は山丈 20～30 cm で，下盤の白色砂岩が特徴的で福島では良好な鍵層となる。

白岩炭層直上には厚い泥岩帯があり，その上位は 1 層の厚さ 10 m 以下の灰白色塊状

中粒砂岩を主とし，1 層の厚さ約 5 m の灰白色泥岩と淡灰色～淡緑色の砂岩との互層

を挾み，その互層中には 3 cm 以下の薄炭層が介在する。これらの薄炭層に伴なって

10 ～20 cm の厚さを有する，一見風化した花崗岩に似た凝灰質粗粒砂岩が含まれ，櫃

崎・初崎南方ではこのうちに Ostrea  sp. が散在する。これらの状況は塩浜から矢柄

鼻に至る海岸，櫃崎附近および鍋串から初崎に至る海岸でよく観察される。

　鷹島では，本層の比較的上部，すなわち福島における白岩炭層とほゞ同層準と考え

られる鷹島三尺炭層の下位から，最上部までが分布する。鷹島三尺炭層の露頭は野外

では認め難い。この炭層から約 80 m 上位に，鷹島で砂磐と呼ばれている炭層があり，

かつて稼行されたことがあるが，炭層の詳しい状況は不明である。この炭層より上位は

砂岩と泥岩の互層からなり，両者の割合はむしろ泥岩に富む。この互層は灰白色凝灰

岩・凝灰質角礫岩を随所に挾む。またこの凝灰質な部分では，処により礫岩が顕著に

発達する傾向がある。凝灰質部の上下の砂岩および泥岩は特徴のある鶯色を呈し，堅

硬である。

　福島における白岩炭層以上の地層（薄炭層を挾有し，凝灰質砂岩を含む）および鷹島

における砂磐炭層以上の層準は，大鶴 1 号および大飛島 2 号試錐における晴気凝灰

角礫岩層の下位の神
こうざき

崎二枚炭層およびその他の薄炭層を挾有し，また薄い凝灰岩層を

含む層準に相当する。

　本層の厚さは約 240 m である。

　入　野　層

　本層は入野村・値賀村に分布し，下位の相の浦層上部との関係は整合で，晴気凝灰

角礫岩層の直下の駄
だじく

竹泥岩 9）帯の上限を上限とする。本層は前述の福島および鷹島に

おける中里層と，柚木層下部とを一括したものに相当する。
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　本層の最下部には大鶴二尺炭層の直上から福島砂磐炭層に相当すると思われる炭層

までの間を占める層厚 40～50 mの厚い泥岩帯があり，植物化石を含み，1～3枚の薄

炭層あるいは炭質頁岩を挾有する。この泥岩帯は鷹島における試錐にも見られるが，

福島では前述のように厚い砂岩に変化している。本泥岩帯の上位には，約 15 m の厚

さを有する細粒砂岩を隔てて凝灰角礫岩がある。これは福島北端に見られるものと同

様な凝灰角礫岩で，厚さ約 3 m，上下に薄炭層および暗灰色の泥岩を伴ない，時に上部

に Ostrea  sp. の密集帯が見られる。この凝灰角礫岩は，多くの試錐によって入野村

全域に広く分布することが確かめられている。

　福島における鍋串二枚炭層の延長は入野村においても，これに相当すると思われる

薄炭層の存在が多くの試錐によって明らかにされている。しかしながら地表では確認

されない。

　本層最上部の駄竹泥岩帯の下位 70 m の間は，厚さ 1 m 内外の灰白色塊状中粒砂

岩（縞状砂岩を挾む）と厚さ3～20 mの灰色～暗灰色の泥岩あるいはシルト岩との互層

からなる。これらの泥岩中には神崎二枚炭層その他の薄炭層を挾有し，これらの炭層に

伴なって厚さ 40cm 以下の白色凝灰質粗粒砂岩，白点を有する凝灰質泥岩が存在す

る。これらの状況は高尾―晴気間の道路上および晴気北方でよく観察される。駄竹南

方および 京
きょうどまり

泊 附近では駄竹泥岩帯の下位10～15 mの層準に礫岩が発達する。この礫

岩は厚さ 3 m 以下で，礫は直径 1 cm 以下の珪岩・粘板岩の円礫～亜角礫からなる。

　本層上限の駄竹泥岩帯は，層厚 20～30 mで，1層の厚さ 1～6 mの暗灰色～緑灰色

の泥岩と 0.5 ～2 m の厚さを有する灰白色～黄灰色の細粒砂岩（塊状または縞状）との

互層で，泥岩中には褐鉄鉱の団塊を含み，薄い炭質頁岩を挟み，時に介化石を産す

る。この直上にある晴気凝灰角礫岩とともに特徴のある岩質で，晴気・星賀北方・駄

竹および京泊北方の海岸に露出し，良好な鍵層である。

　本層の層厚は 390 m である。

　鷹　島　層

　本層は入野村・鷹島に分布し，その基底は駄竹泥岩帯に続く晴気凝灰角礫岩層の下

限で，上限は松浦三尺炭層が確認されないため不明であるが，最上部は世知原層の一

部に対比されるものと思われる。本層の模式地は入野村晴気から星賀に至る海岸であ

る。入野村では大ケ崎に露出する特徴のある板状砂岩の基底を境として本層を下部と

   28



上部とに分けたが，他の地域では露出が充分でないために一括して鷹島層とした。

　下部　基底の晴気凝灰角礫岩層は石英安山岩質で，灰白色～緑灰色の一見風化した

花崗岩状を呈する粗粒凝灰質砂岩中に，石英安山岩の角礫を密集または散点的に含ん

でおり，部分的に炭質物により黒色を呈し，ある時は黒色の縞状を呈する。また珪質黒

色泥岩を帯状に挾むことがある。凝灰角礫岩の厚さは 1.5 ～1.7 m で，下位の暗灰色～

黒色の泥岩中には厚さ 3～7 cmの炭質頁岩がある（第 7図）。この凝灰角礫岩の上位に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  厚さ 6～8 mの暗灰色泥岩と漣痕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  を有する砂岩との互層を隔てて，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  厚さ 30 cm の特徴のある凝灰岩

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  または凝灰角礫岩があり，この直

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  下には厚さ 2～4 cmの薄炭層を伴

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  なう。この晴気凝灰角礫岩層は本

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  図幅地域の重要な鍵層で，北は京

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  泊の北方海岸から，駄竹西方・星

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  賀北方海岸・晴気西方に露出し，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  さらに鷹島では日
ひ び
比の北方および

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  殿
とんのうら

浦 部落の東方に連続してみら

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  れ，また飛島の大飛島 2 号試錐お

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  よび今福地区の今福 1 号試錐にも

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  認められる。この晴気凝灰角礫岩

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  層は，佐世保炭田における長浜春

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  夫の江
え り
里凝灰角礫岩層 23）に対比さ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  れる。

　晴気凝灰角礫岩層の上位は，厚さ約 40 m の風化して黄灰色を呈する青灰色の細粒

～粗粒塊状砂岩（一部縞状）で，晴気附近では，風化して黄色を呈する青灰色の厚さ 1.5

m くらいの礫岩を挾む。この礫岩の礫は直径 1 cm 以下の安山岩の亜角礫～円礫で，

その一部は風化して軟質となる。この上位は 1 層の厚さ 20 ～30 cm の灰色～暗灰色

の泥岩と，厚さ 2 m 以下の砂岩との互層で，厚さ約 20 m である。この上位に灰白色

で，褐鉄鉱の縞模様を有する厚さ約 10 ～15 m の細粒～中粒砂岩があり，犬頭部落か

らその西方海岸にわたって露出する。さらにその上約 50 m の間は，灰白色～黄灰色
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の砂岩と，緑灰色～暗灰色の泥岩との細互層で，砂岩の優勢な部分と，泥岩の優勢な

部分とがある。泥岩には褐鉄鉱の団塊を含む。この互層の下部には特徴のある厚さ 3

m の青灰色～緑灰色の砂岩があり，その上下には薄い炭質頁岩がある。互層の中部に

粗粒凝灰質砂岩および白色斑点に富む凝灰質泥岩があり，中上部の砂岩には漣痕が著

しく，最上部には厚さ 20 cm の炭質頁岩がある。

　鷹島層下部の層厚は約 130 m である。

　上部　本層は入野村および鷹島における第三系の最上部の層準である。岩質は主と

して砂岩と泥岩との互層からなり，薄炭層あるいは薄い炭質頁岩を伴なう。下部には

厚さ約 10 m の板状砂岩が発達する。この板状砂岩は層理面に漣痕が多く，また雲

母片・植物破片を含み，波状，板状に薄く剝げる特徴のある灰白色細粒砂岩で，砥石

として利用されることがある。星賀南方の大ケ崎・鷹島の阿
あおう

翁附近，殿浦北方等にみ

られる。鷹島層上部の層厚は，露出する範囲で 60 m 内外と推算される。

　柚 木 層 上 部

　本層は晴気凝灰角礫岩層の下限を基底とし，松浦三尺炭層の上限をその上限とする。

本層に対比される鷹島層下部の分布地域を除いて，今福町滑
なべるはえ

栄北方から土肥浦・金井

崎東方に至る海岸に露出するが，この地区では本層の最上部約 40 m が見られるだけ

である。主として中粒砂岩からなり，上部は暗灰色泥岩に富む。上限の松浦三尺炭層

は，この地区では炭丈 30 cm 内外に過ぎないが，その中に厚さ 1 ～2 cm のゴマ状砂

岩を挾む特徴がある。本炭層はこの地区でかつて稼行されたことがあるが，現在では

稼行されていない。

　飛島では本層は地表に露出していないが，竪坑によって松浦三尺炭層が採掘されて

いる。

　柚木層上部の岩相は第 4 図の大飛島 2 号試錐その他の試錐柱状図によく示されてい

て，全層厚は 115 m である。

　世  知  原  層

　本層は今福町東方・飛島および福島の北西端初崎から鯛の鼻炭砿に至る海岸に分布

する。本層の上限は砂磐炭層の上限である。

　今福町東方の世知原層は主として中粒砂岩からなり，砂岩・シルト岩・泥岩の薄板

状互層を挾む。本層の下部，松浦三尺炭層の上位約 10 m は板状の暗灰色シルト岩に

   30



富み，炭層の上位約 2 m の部分

からは植物化石の破片を多産す

る。本層の主部は灰白色の細粒

～中粒砂岩からなり薄板状互層

を挾む。砂岩は石英粒に富み，

ほとんど無層理の厚層で，一部

不規則に偽層が発達する部分が

あり，また処により浮石質粗粒

砂岩をレンズ状に挾む。砂岩と

砂岩中に挾まれる薄板状互層と

の厚さの割合は，前者の約 20 m

に対し後者は 4 m 内外であり，

この厚い砂岩は 4 枚数えられ

る。上部約 40 m は主として暗

灰色泥岩～シルト岩に富み，砂

岩の薄層と互層する。本層中の

炭層は，上限の砂磐炭層以外に

5～6枚の炭層が露頭でみられる

が，その多くは上部の互層中に

含まれる。砂磐炭層は本層中唯

一の稼行炭層で，炭層中に数枚

の薄い夾みを有し，下盤に 25 ～35 cm の砂岩を伴なう特徴的な “ かざり ”（第 8・9・

17 図参照）は各地でほとんど変化しないために，佐世保層群中の有効な鍵層の 1 つと

なっている。その他の炭層は薄層か，あるいは夾みが多く，炭層の状態が処によって

変化するために，本図幅地域内ではそれぞれの炭層を追跡することができない。本層

中部に，厚い砂岩に挾まれて存在する炭層はそれぞれ第 1，第 2，第 3 鱗状炭層と称せ

られ，このうちには凝灰質の夾みが多い。

　飛島および小飛島の世知原層は本層中部の厚い砂岩のうち，下から第 3 番目の砂岩

の上部すなわち第 2 鱗状炭層の下から砂磐炭層までである。第 1 および第 2 鱗状炭層

の露頭は飛島で認められるが，いずれも薄炭層である。第 2 鱗状炭層直上の厚い砂岩の
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下部はきわめて粗粒，礫質で，凝灰質な部分があり，漣痕を有する。砂磐炭層は小飛島の

東端および飛島の南端で認められ，小飛島ではかつて採掘されたことがある（第 8図）。

　福島の世知原層　福島の初崎から鯛の鼻炭砿に至る間の鍋串断層と鯛の鼻炭砿東側

の断層とによって挾まれた地区に，世知原層上部および福井層の下部が分布している。

初碕の突端の北海岸には直下に厚さ 30 cm の白色砂岩を有する厚さ 29 cm の炭層が

ある。これは飛島および小飛島における砂磐炭層とまったく同様な炭層の状況である

こと，さらに本炭層の 15 m 上位に凝灰角礫岩があること（福井層の項参照）などか

ら，砂磐炭層に対比される（第 9 図）。この炭層の下位 30 ～35 m の間は砂岩と泥岩と

の互層であるが，そのうち上部は泥岩の優勢な互層で，10 cm 以下の薄炭層を含み，

また砂磐炭層より 2 m 下位には Ostrea  sp. の密集している部分があり，泥岩中には

褐鉄鉱の団塊を含む。この泥岩の優勢な互層の下位は，単層の厚さ 2 m 以下の砂岩の

優勢な砂岩泥岩互層で，さらにこの下に厚さ 5 ～ 6m の塊状砂岩がある。この下位 15

m は灰色～暗灰色の泥岩で，僅かに砂岩を挾み，鯛の鼻炭砿事務所の裏に露出する厚

さ 25 cm の炭層その他の薄炭層を挾有する。この泥岩帯は地層の厚さおよび上記の

岩質・層序等から，小飛島 3 号試錐の第 1 鱗状炭層を含む泥岩帯に対比されよう。

　世知原層の層厚は 140 ～150 m である。

　福　井　層

　本層は今福町附近・小飛島・飛島および福島初崎に分布する。今福町附近には本層の
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大部分が露出し，その上部は加勢層によって不整合に覆われている。その他の地域に

は本層の下部が僅かに露出するに過ぎない。

　本層は主として砂岩と泥岩との互層からなる。砂岩は灰白色細粒～中粒で，比較的

粗鬆，多くの場合無層理塊状で厚層をなしている。砂岩の厚さは処により著しく変化

する。泥岩は暗灰色を呈し，板状シルト岩，または砂岩・泥岩の薄板状互層に移化し

易い。本層最下部の砂磐炭層の上部，本層中部および最上部にそれぞれ厚さ 10 ～20

m の比較的泥岩に富む部分があり，その他の部分は砂岩が優る。滑栄の西方の鉄道線

路の南側の沢・飛島・小飛島および福島初崎では，砂磐炭層の上位約 15～30 m に，

厚さ 1.5 ～3m の風化した石英安山岩質凝灰角礫岩の露頭が見られる。これは佐世保

炭田における長浜春夫の歌ケ浦凝灰角礫岩層 23）に対比されるもので，岩質は前述の鷹

島・入野地区における晴気凝灰角礫岩と同様である。砂磐炭層とこの凝灰角礫岩は図

幅地域外の各地で追跡でき，佐世保炭田における有効な鍵層となっているが，今福附

近では露出が悪いため観察されない詳 4）。炭層は本層中部および上部の泥岩に富む部

分に含まれ，中部に2 ～3 枚，上部に 3 ～4 枚認められる。主要稼行炭層は本地域で福井

一枚（ガメ炭）と呼ばれる炭層で，炭丈約24 cmに過ぎず，今福町西方の各所でその採

掘跡が見られる。福井一枚炭層の下位約 20 m の間に，今福附近で二枚炭・三枚炭・返

し掘りと呼ばれる炭層群があるが，これらの炭層の連続性および変化の状況は明らか

でない。本層中部（福井一枚炭層から下約 60 m）には良質部で炭丈 30 cm の炭層があ

るが夾みが多く，処により稼行されている。福井一枚炭層の上位は厚さ約 20 m の灰

白色細粒砂岩からなり，その上部に厚さ 1 ～2 m の石英安山岩質凝灰岩が存在する。

これは佐世保炭田における長浜春夫の本ケ浦凝灰岩層 23）に対比されるもので，風化す

ると白色となる。この凝灰岩の下に直接して，本地域で上隔物と呼ばれる炭層がある。

この炭層は隣接平戸図幅地内の前浜附近でよく見られるが，今福町の南西方では凝灰

岩の一部が露出するのみで確認されない。前浜附近のこの炭層は 1 m の間に数枚の薄

炭層を挾み，炭丈合計 57 cm で稼行の対象とはならない。この凝灰岩および上隔物炭

層を含む地層の上に加勢層の厚い砂岩が不整合で直接する。

　福井層の厚さは 150 m 以上である。

　加勢層　本層は佐世保層群の最上部層で，下位の福井層を不整合に覆う。本図幅地

域内では今福町の西方で洪積層および玄武岩によって覆われて，僅かにその下部 20 ～

　註 4）今福 1号試錐では認められる。
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30 m が露出するに過ぎない。下部は厚さ 10 m の灰白色中粒～細粒砂岩からなり，

その上位は砂岩と泥岩との薄互層を隔てて含礫粗粒砂岩となる。この砂岩中には珪質

岩・粘板岩等からなる円礫以外に，下位の泥岩の偏平な同時侵蝕礫および炭化木片を

含む。この含礫粗粒砂岩の上部に Cyclammina tani  ISHIZAKI を含む暗灰色泥岩があ

るが，今福南西方の仏坂の峠よりやゝ下方の道路沿いおよび雇
やとお
尾附近の山腹に露出す

るに過ぎない。

    II.  2.  4   層 序 未 定 層

　本図幅地域内で，小さい島々および玄武岩の下位に小範囲を占めて露出する第三紀

層中，層序関係の判明しないものを層序未定層として一括する。

　岩野北方地区

　地域の北縁に近く，打上村岩野の北方で，玄武岩熔岩の下に僅かに第三紀層が露出

している。これは風化して黄白色を呈する細粒砂岩からなり，炭質物の細片を含み，

Glycymesis  sp. を産する。岩質上杵島層群上部によく似ている。走向，傾斜は測定し

得ない。

　向　島

　鷹島の北方に位置する向島には，玄武岩熔岩の下に第三紀層が露出している。灰白

色の中粒～細粒砂岩と，暗灰色シルト岩との互層からなり，単層の厚さはそれぞれ 5

m で，南部では砂岩の方が厚い。砂岩中には凝灰質で細礫に富む部分がある。走向は

N60°E で，NW へ 30 ～ 40°傾斜している。岩質は鷹島北端の鷹島層の互層に似て

いる。

　カサ瀬・二島（飛島西方）

　カサ瀬は細粒砂岩からなり，走向は N10°E で，NW へ 6°内外傾斜している。

　二島は全般に中粒～細粒砂岩とシルト岩との互層からなり，非常に凝灰質で，特徴

のある鶯色を呈している。走向は N20°W で，NW へ 4 ～10°傾斜するが，北端では

瀬の形にしたがい走向が NW 方向に変化する。本層は岩質上，平戸・佐世保両図幅

地内に露出する野島層群中の大屋層註 5）に相当するものではないかと思われる。

　註5）長浜春夫は野島層群を下位から大屋層・深月層・南田平層に区分した。大屋層と下位の加勢層との関係
　　　　は不整合である。大屋層は全般に非常に凝灰質なのが特徴である。
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第 10 図　　第　三　系　模　式　構　造　図



    II.  2.  5   地 質 構 造

　本地域の第三系の走向は，相知・杵島両層群の分布する地域南東部では大局的に

NW‒SE 方向，佐世保層群の分布する南西部・北西部ではそれぞれ NS 方向・NE‒SW

方向を示している。また南東部では褶曲構造が認められるのに対し，西部では走向に

若干の波状変化があるが，ほゞ単斜構造をなしている。このような構造は NW‒SE

方向の優勢な多くの断層によって破壊されて，複雑な構造となっている（第 10 図）。

　南東部にみられる褶曲構造は緩やかな波状をなし，大局的には 1 つの背斜と 1 つの

向斜とからなっている。背斜は徳須恵附近から中山・内野にかけて認められ，向斜は

岸岳附近から WSW に延びて，隣接伊万里図幅地域内の大野岳附近にその延長が認

められる。このような褶曲構造は伊万里図幅地内の相知・杵島両層群の分布地域に見

られる著しい褶曲構造の延長と思われる。伊万里図幅地域内では，佐世保層群の下部

も褶曲しているので，この褶曲の時期は中新世の初期かあるいはそれ以後ではないか

と思われる。

　西部では前述のようにほゞ単斜構造をなしているが，佐世保炭田全域をみると，佐

佐川断層附近の背斜構造と，今福―調川間に見られる向斜構造註 6）とがあり，本地域

西部，特に南西部はこの向斜構造の東翼にあたっている。

　図幅地域内の断層は NW‒SE 方向の正断層が優勢で，そのほとんどすべてのものが

褶曲講造を切っている。地域南東部に見られる行合野断層・山彦断層およびこれに伴

なう断屠は，いずれも僅かに弧状をなし，落差 100 m 内外のおもに西落ちの断層であ

って，これらが集まって断層帯をなしている。これらの断層と畑島断層との間には全

く断層が認められず，またこの断層帯の西方にもこのような断層帯は認められない。

図幅地域の西部に発達する断層（入野断層・平串断層・煤屋断層等）は，一般に落差 300

m 内外で，その延長も長く，ほとんど直線をなすが，落ちの方向は一定しない。鷹島の

東海岸および入野村の南西海岸に露出する地層の喰い違いから，日比水道にかなり大

きな断層の存在が推定される。また鷹島と飛島およびその周辺の小島との間にも断層

の存在が予想されるが，いずれも断層の位置，形態等は不明である。これらの断層以

外に，褶曲構造に伴なう断層や，第四紀に生じたと思われる小断層等があるが，いず

　註6）  この向斜構造の南の延長は伊万里図幅地内の有田西方に見られ，ほゞ南北に細長い盆地状褶曲構造をな
　　　   し，その西縁は佐々川断層で切られている。
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れも小規模のため地質図には省略したものが多い。おもな断層の生成時期は褶曲運動

の後であり，構造を支配するような大きな断層で明らかに玄武岩類を切るものは認め

られないので，玄武岩流出以前と思われる。

II. 3   岩床および岩脈

　本図幅地域内には第三紀層を貫ぬく多数の岩脈および岩床がある。呼子図幅地域内

では，岩脈のあるものは明らかに第三紀層を貫ぬき，洪積層によって覆われている

が，本地域では貫入時期が必ずしも明らかでないので，そのおもなものを一括して記

述する。

    II.  3.  1   玄武岩質および安山岩質岩脈

　本地域内に見られる岩脈のほとんど大部分は玄武岩質岩石からなり，入野村海岸・

鷹島・満越および福島に多数発達している。一般にその幅は 1 ～ 2 m で，NW‒SE

方向に延びるものが多い。鏡下では橄欖石を斑晶とし，まれに斜長石・普通輝石を含

有する。石基は間隙充塡～間粒組織を有し，橄欖石・斜長石・普通輝石・磁鉄鉱から

なる。

　安山岩質岩脈は鷹島・沖ノ島および入野村の大鶴炭坑坑内に見られる。本岩は淡緑

色で斑状を呈しているが，全体的に著しい変質作用を受けて軟弱で，斜長石の斑晶は

白色を呈している。大鶴坑坑内では岩床状に炭層に沿って迸入し，一部炭層に熱変質

を与えている。

    II.  3.  2   粗粒玄武岩岩床

　波多津部落北東の山頂部に畑津砂岩層中に貫入する粗粒玄武岩岩床が見られる。肉

眼的には粗粒で暗緑色を呈する。

　鏡下では斑晶として橄欖石・斜長石・少量の普通輝石を含み，橄欖石は径 0.5 ～1

mm で蛇紋石化作用を受けているものが多い。斜長石は柱状で長さ 0.3 ～1 mm で

ある。石基はオフィティック組織を有し，斜長石・普通輝石・橄欖石・チタン鉄鉱・

磁鉄鉱等からなり，まれに紫蘇輝石が含まれることがある。

   36



    II.  3.  3   普通輝石橄欖石玄武岩岩床

　波多津東方の三岳は畑津砂岩層中に貫入する岩床からなる。岩石は普通輝石橄欖石

玄武岩で，三岳中腹では著しい柱状節理をもち，粗粒で黒灰色を呈し，普通輝石・斜

長石・橄欖石の斑晶が肉眼で認められる。

　鏡下では斑晶として多量の橄欖石と少量の普通輝石および斜長石を有し，橄欖石は

径 0.5 ～1 mm で，斜長石は柱状で長さ 0.5 mm である。石基は間隙充塡組織を呈し

針状の斜長石・橄欖石・普通輝石・磁鉄鉱等からなる。

    II.  3.  4   玄武岩質安山岩岩床

　福島東端の白山・喜
きないぜ
内瀬附近および飯盛岳北方に相の浦層および畑津砂岩層中に貫

入する玄武岩質安山岩岩床がある。肉眼的には淡緑色～暗灰色で斑状構造を有し，斜

長石の斑晶を多く含んでいるガラス質岩石である。本岩床の接触する上・下の砂岩・

泥岩に熱変質を与えている。

　鏡下では斑状構造を有し，捕獲斑晶として多量の斜長石と少量の石英を含んでいる。

石英は 0.6 ～1 cm大のもので，融蝕を受けて不規則な形を示し，微粒の普通輝石が環

状に反応縁をなしている。石基はガラス質で，斜長石・普通輝石からなっている。

    II.  3.  5   普通輝石紫蘇輝石安山岩岩床

　飯盛岳は畑津砂岩層中に貫入する普通輝石紫蘇輝石安山岩岩床からなり，三岳とと

もに第三系の低地形中に突出した山をなしている。肉眼的には玄武岩質安山岩に非常

によく似ており，斑状を呈している。

　鏡下では斑状構造を有し，少量の角閃石の斑晶を有する。角閃石はオパサイト化作

用を受けている。普通輝石は少ない。石基は斜長石・普通輝石・紫蘇輝石・磁鉄鉱等

からなる。

    II.  3.  6   流紋岩岩床

　鷹島阿翁附近に流紋岩岩床が見られる。肉眼的には黄白色で，斑晶がほとんど認め

られない岩石で，表面は一般に著しく風化を受けている。
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　鏡下では，微斑晶として石英・斜長石を少量含有するのみで，石基はガラス質であ

る。

II.  4   第　四　系

    II.  4.  1   洪　積　層

　波多津付北東の稗
ひえこば

木場附近には，玄武岩熔岩の下，行合野砂岩層の上に不整合に灰

白色～褐色の泥岩が堆積している。この泥岩は粘土化している部分が多く，そのなか

に炭質頁岩の薄層を数枚挾み，また処により細円礫を含んでいる。礫は砂岩・泥岩・

粘板岩・珪質岩・緑色岩等からなり，直径 0.5 ～1 cm である。これらの堆積層の分布

はごく小範囲に限られ，露頭において厚さ数 m に過ぎない。同様な地層は切木村座川

内にも見られる。また今福町雇尾附近では，玄武岩熔岩の直下に厚さ 1 ～2 m の礫岩

層が発達している。礫は直径 10 cm 内外で，よく円磨されており，主として砂岩・泥

岩・珪質岩・流紋岩質岩・安山岩・花崗岩質岩等からなる。

　これらの地層はいずれも岩相および層序の点から洪積世のものと思われる。

    II.  4.  2   玄  武  岩  類

　本図幅地域の玄武岩類は新生代のいわゆる “ 環日本海アルカリ岩石区  ” の一部に

属し，日本に普通に産する玄武岩類に較べるとアルカリに富んでいる。これらは主と

して熔岩流をなし，本図幅地域ばかりでなく，呼子・平戸・伊万里・佐世保の各図幅

地域にわたって広く分布しており，準平原化された基盤の花崗岩類および第三紀層を

覆っている。熔岩流の基底面は一般に SE‒NW へ向かって緩く傾斜しており，呼子図

幅地域内では海中に没している。熔岩には 7 種類の玄武岩が認められ，それぞれ層状

をなして順次下位のものを被覆しているが，第 4 表のように，地域によってその被覆

関係が若干異なっている。これらの玄武岩類は大部分が薄い赤色火山灰層および岩滓

層を伴なっている。呼子図幅地域の玄武岩類と本地域のものとの岩質を較べると，大

部分は同様であるが，呼子図幅地域の粗面岩類のようなものは本地域には見られず，

花崗岩質岩石の捕獲岩に富むものが特に多いことがある。



第  4  表　玄 武 岩 類 熔 岩 の 被 覆 関 係

　

　

　両地域の各熔岩の噴出時代はほゞ同時期と考えられ，相前後して噴出したものと思

われる。

　普通輝石含有針状斜長石玄武岩

　本熔岩は唐津地区に分布する玄武岩類のなかでも最も古いものと考えられる。おも

に菅牟田附近と鷹島の一部とに分布し，菅牟田附近では直接基盤の花崗岩類の上に流

れている。この熔岩の厚さはほかのものに較べて薄いようである。肉眼的には暗緑色

～灰黒色を呈する緻密な岩石で，針状の斜長石を多量に含んでいるのが特徴である。

このほかに斑晶として橄欖石，まれに普通輝石を含んでいる。成淵附近に分布する本

岩中には多くの孔洞ができており，そのなかに多量の水分を充している。

　斑晶 :   斜長石・橄欖石・少量の普通輝石

　斜長石は一般に1～3 mm大の柱状を呈し，多量に含まれている。橄欖石は径0.5～1

mm で割合に多く，大部分のものはその縁が蛇紋石化作用を受けている。普通輝石

は少量で 1～2 mmくらいで，まれに累帯構造を示すものがある。

　石基 :  インターサータルないしオフィティック組織を有し，斜長石・橄欖石・普通

輝石・磁鉄鉱およびチタン鉄鉱からなり，このほかアルカリ長石がそれらの間に多く

生じている。
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　下部橄欖石粗粒玄武岩

　本熔岩はこの地域北縁部の小加倉附近に小範囲を占めて露出しているが，呼子図幅

地域内に広く分布しているものの延長と考えられる。その岩石は図幅地域中央部に広

く分布する上部橄欖石粗粒玄武岩に類似しており，両者は肉眼的にも鏡下においても

ほとんど同様である。しかし分布状況や他の熔岩との被覆関係などから，その流出の

時期にいくらかの時間的差があると考えられるので上部・下部として分類した。

　本岩は肉眼的には灰白色～濃緑色，粗粒で橄欖石の斑晶に富んでいる。鏡下では多

量の橄欖石を斑晶として含み，石基はオフィティック組織を示し，橄欖石・斜長石・

普通輝石・チタン鉄鉱およびアノーソクレス等からなる。

　多斑晶質および無斑晶質玄武岩

　本岩は図幅地域内に最も広く分布する熔岩で，その厚さも厚く，上部橄欖石粗粒玄

武岩および灰色橄欖石玄武岩等によって覆われている。そして本岩とこれら両岩との

間には赤色の火山灰層あるいは岩滓層を挟むことが多い。この関係は野高山北方・座

川内その他の各所で見られる。

　本岩は一般に暗灰色～暗緑色の緻密な岩質である。下部はきわめて斑晶が少なく，

無斑晶質玄武岩とも称すべきもので，入野村・鷹島の東部および白畠附近に分布して

いる。これに対して上部は斑晶として橄欖石・普通輝石，ある場合には斜長石を多量

に含む傾向がある。そして花崗岩質岩石の多くの捕獲岩を含むことがある。有浦村東

方日ノ出松・京松附近に分布するものは暗灰色で時に多孔質な岩石で，そのほとんど

が橄欖石・普通輝石・斜長石，まれに石英等を斑晶として多量に含んでいて，多斑晶

質玄武岩ともいうべきもので，花崗岩質岩石の捕獲岩も多い。また 5 ～10 cm 大の輝

石・橄欖石の包有物を含有することが特徴である。このような現象は唐津市北東の高

島でもみられる 7）。高島では本岩と花崗岩類との間に割合に厚い玄武岩質集塊岩層を

挾んでいる。この集塊岩には斜長石（中性長石）・輝石・橄欖石等が多量に含まれてい

る。京松附近でみられるような橄欖石等の包有物はこの集塊岩およびその上位の本岩

中にも見られる。高島にみられる輝石の団塊は黒色で光沢があり，一見ガラス質岩石

のような観を呈する。京松附近に較べると高島では輝石の包有物がより多く含まれて

いる傾向がある。
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　無斑晶質玄武岩（下部）

　斑晶 :　橄欖石・少量の斜長石

　橄欖石は少なく，径 0.5 mm 位である。時に蛇紋石化している。

　石基 :　間粒組織ないしインターサータル組織を有し，粒状の普通輝石・斜長石・

橄欖石・磁鉄鉱等からなり，まれに黒雲母が認められる。処により少量のガラス質の

部分も認められる。アルカリ長石は一般にあまり多くない。

　多斑晶質玄武岩（上部）

　斑晶 :　橄欖石・斜長石・普通輝石

　橄欖石は下部に較べてその量を増し，大きさは 0.5 ～1.5 mm 位となる。斜長石は

長柱状を呈し，0.5 ～1 mm 位である。普通輝石は処によりその量は異なるが，一般

に橄欖石・斜長石に較べて少ない。普通 1 mm 位である。

　石基 :　インターサータル組織ないし間粒組織を有し，斜長石・普通輝石・橄欖石・

磁鉄鉱等からなる。まれに晶洞に紫蘇輝石を認めることがある。アルカリ長石は処に

よりその量を異にする。

　京松・高島に見られる多斑晶質玄武岩

　斑晶 :　橄欖石・斜長石・普通輝石・磁鉄鉱，時に石英の捕獲斑晶からなる。

　橄欖石は大きなものは 2 mm 位あるが，平均 1 mm 位である。斜長石は灰曹長石

程度で 1 ～1.5 mm 位である。普通輝石は本岩には割合に多くて，大きく，平均 1 ～2

mm 位で円味を帯びている。石英の捕獲斑晶が時に多く含まれ，大きさは 0.5 mm

平均で融蝕を受け，時に粒状の輝石が周囲を取り囲んでいる。

　石基 :　インターサータル組織を有し，時にオフィティック組織を有する。斜長石・

普通輝石・橄欖石・紫蘇輝石・磁鉄鉱からなる。

　橄欖石・輝石の包有物 :　前記のようにこの包有物は多く含まれている。主として

輝石・橄欖石から構成され，両者等量に入っていることもあれば，量が異なることも

あり，なかに磁鉄鉱および微粒ないし 1 mm 程度のスピネルが含有されている。スピ

ネルはほとんどのものが深緑色を呈しており，その形も不規則である。

　曹灰長石玄武岩

　本岩は呼子図幅地域内の菖蒲峠附近を中心として分布しているものの一部で，多斑

晶質および無斑晶質玄武岩を直接被覆している。
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　肉眼的には一般に青灰色を呈し，0.5 ～1 cm位の大きな斜長石（曹灰長石）の斑晶が

多量に認められるのが特徴である。また少量の橄欖石も斑晶として認められる。

　斑晶 :　曹灰長石・少量の橄欖石

　石基 :　普通輝石・斜長石・橄欖石・黒雲母・燐灰石・磁鉄鉱等からなり，オフィテ

ィック構造を示す。輝石はチタン質輝石が多く，斜長石は短冊状で，アルカリ長石も

多い。黒雲母は小片状をなして点在する。

　橄欖石玄武岩

　本岩はおもに呼子図幅地域内に分布していて，本図幅地域内では値
ち が こ う ち
賀川内附近に僅

かに分布するに過ぎない。風化して灰色～灰紫色を呈するが，新鮮な部分は暗緑色緻

密な岩石で，橄欖石の斑晶に富んでいる。

　斑晶 :　橄欖石

　石基 :　斜長石・普通輝石・橄欖石・磁鉄鉱等からなり，完晶質で間粒組織を示す。

　上部橄欖石粗粒玄武岩

　本岩は地域中央部の切木村を中心として，菅牟田・熊峯・大知木・入野村にわたっ

て広く分布し，その一部は鷹島にまで及んでいる。

　切木村附近では基盤の花崗岩類および第三紀層を，他の地域ではほとんどが前述し

た多斑晶質および無斑晶質玄武岩あるいは第三紀層を直接覆っている。本岩は全体的

に著しく風化作用を受けており，一般に見られるものは粗粒で灰白色を呈し，橄欖石の

斑晶に富んだ岩石であって，呼子図幅地内の名護屋村附近に分布する橄欖石粗粒玄武

岩と同種のものである。このような点で肉眼的にも他の玄武岩と容易に区別すること

ができる。一般に晶洞が多く，切木村湯野尾・石高山等の石切場で観察されたもので

は，径数 cm ～ 10 数 cm，長さ数 10 cm ～数 m までの円筒状のものが大小無数にあ

る。晶洞はほとんどが垂直に立ち並んでおり，熔岩が部分的に特に揮発性分に富んで

いたために形成されたものと考えられる。晶洞には柱面の発達した 0.5 ～ 1cm 位の

普通輝石の美晶や，板状結晶を呈する斜長石が多く見られる。瓜ケ坂附近のものの晶

洞には沸石・方解石の簇生が見られる。本岩は他の玄武岩に較べて軟質であるため，

“ 真
まいし
石 ” と呼ばれて石材に使用されている。

斑晶 :　橄欖石
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　橄欖石は大きなものは 3 mm 以上であるが，平均 1 ～2 mm 位の結晶で，他の熔岩

に較べてその量は非常に多い。大部分は自形または半自形を呈しているが，熔融され

て丸味を帯びた凹凸の輪廓を示しているものも多い。高串・石高山・切木附近のもの

ではほとんど蛇紋石化している。他の地域ではイヂング石化されているものが多い。

　石基 :　オフィティック構造を示し，斜長石・橄欖石・普通輝石・チタン鉄鉱，少量

の鱗石英からなる。斜長石は長柱状を呈し，0.1 ～0.5 mm の大きさで，普通輝石を貫

通している。橄欖石は微粒をなして多量に存在し，チタン鉄鉱も多く含まれている。

なお鷹島・瓜ケ坂附近のものにはまれにチタン質輝石が含まれていることがある。

　本岩の化学成分は第 5 表の通りである。

第   5   表

                                                                                                                                            分析者 :    安藤武

　1）唐津市竹木場熊峯石切場産，橄欖石粗粒玄武岩

　2）同上の晶洞部

　針状斜長石含有玄武岩

　本熔岩は前記多斑晶質および無斑晶質玄武岩の上位に流出し，図幅地域内では小加

倉附近にのみ分布しているが，北方の呼子図幅地域では広く分布している。一般にほ

とんど風化されておらず，暗緑色粗粒の岩石で，針状の斜長石が著しく発達し，流状

を示している。本岩は成淵附近に分布する普通輝石含有針状斜長石玄武岩よりも針状

斜長石の結晶は小さい。肉限的には斜長石および少量の橄欖石の斑晶を含有してい

る。

　斑晶 :　斜長石・橄欖石

　斜長石は柱状または板状を示し，0.5 ～ 1 mm 位の大きさである。橄欖石は 0.5 mm

位で融蝕されている。

　石基 :　インターサータル組織を有し，斜長石・普通輝石・橄欖石・磁鉄鉱等からな

る。アルカリ長石はこれらの間隙に生じている。このほか少量の黒雲母・燐灰石が含

まれる。
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　灰色橄欖石玄武岩

　本岩は唐津地区の玄武岩類のなかでは最上位を占めるもので，梨川内・野高山・諸

浦北方・万
まがりがわ
賀里川附近の数カ所にそれぞれ独立して分布している。野高山・万賀里川附

近では前記の上部橄欖石粗粒玄武岩を，梨川内のものは基盤の花崗岩類および普通輝

石含有針状斜長石玄武岩を，諸浦北方では多斑晶質および無斑晶質玄武岩をそれぞれ

被覆している。本熔岩は地形的に海抜150～200 m以上に分布範囲が限られ，下位の玄

武岩類との間にはほとんど常に赤色火山灰層および岩滓層の薄層を挾んでいる。これ

らの関係は野高山北方田代・万賀里川・新木場および諸浦等で観察される。本岩は風

化作用を受けており，肉眼的には灰色を呈し，緻密な岩石で，橄欖石の斑晶に富んで

いることが特徴的である。時として板状または柱状節理を示すことがある。

　斑晶 :　橄欖石・少量の斜長石

　橄欖石は 0.5 ～2 mm 位のもので，多量に含まれており，自形を呈しているものは

少なく，大部分のものが融蝕されている。なかには蛇紋石化しているものもある。斜

長石は割合に少ないが，諸浦北方のものには 1 mm 位の長柱状をなして多量に含まれ

ている。

　石基 :　粗粒または細粒で，輝緑岩的組織を呈し，斜長石・橄欖石・普通輝石・磁鉄

鉱・黒雲母および少量のアルカリ長石からなる。黒雲母は晶洞に多く簇生しているこ

ともある。

II. 5   冲　積　層

　冲積層は砂・礫・粘土からなり，河川の流域および海岸地域に発達し，図幅地域東

部の波多川・松浦川の流域では特に顕著である。西部では河の長さが短く，河口附近

に僅かに発達している。唐津市の東方松浦潟には砂丘がある。

   44



III.  應　用　地　質

III. 1   石　　　炭

　本図幅地域は唐津・佐世保両炭田に跨がり，古くから開発が行われているので，各

地に多数の旧坑・採掘跡が見られ，現在も両炭田地域で中小の炭砿が採炭を行ってい

る。

    III.  1.  1   唐津炭田北西部

　唐津炭田は佐賀県杵島郡から東松浦郡にかけて，NW‒SE 方向に拡がっており，本

地域の岸岳を中心とした地域はその北西部にあたっている。当地域の石炭はいずれも

芳の谷層中のものである。その発見は唐津炭田中最も古く，享保の初め頃（210 数年前）

から土地の人によって採掘された。明治の初め海軍予備炭田となり，明治 10 年頃から

政府の直営となったが，明治18年頃一般に開放されて，芳の谷・牟田部・岸岳等の炭砿

がおこり，明治の末まで盛んに採掘が進められた。大正元年相知炭砿を経営していた

三菱合資会社が他の炭砿を買収し，もっぱら当地域の開発にあたり，このために岸岳

の下部はほとんど採掘を終った。現在はおもに住友石炭鉱業株式会社唐津砿業所が北

西域の採掘を行っている。当地域の炭層は第 1 図（芳の谷層柱状図）に示す通りで，こ

のうち主要な稼行炭層は三尺および五尺炭層である。三尺炭層は夾みの変化が多いが，

下部のゴマ状の夾みは連続する特徴がある。岸岳・芳の谷・牟田部の各坑における平

均山丈は 1.2 m，炭丈は 1.0 m である。五尺炭層は夾みによって 3 ～4 枚に分かれる

のが普通で，上記各坑における平均山丈は 1.7 m で，炭丈は 1.0 ～1.4 m である。こ

れらの炭層は西方および北西方へ向かって薄くなる傾向があり，成淵附近では露頭が

認められなかった。唐津砿業所では三尺炭層は炭丈 40 cm 以下となり，五尺炭層も西

方へ向かって薄くなるようである。すでに採掘された岸岳・芳の谷・牟田部の各坑にお

いては顕著な断層が少ないために，採掘は比較的容易であったと思われるが，これよ

り以西の地域では NW‒SE 方向の断層が著しいため，採掘は技術的に容易でない。

　住友石炭鉱業株式会社唐津砿業所　本砿業所は佐賀県東松浦郡北波多村大字田中に

あり，昭和 19 年 6 月，住友石炭鉱業株式会社が山口鉱業株式会社より事業を継承し，
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第   11   図　  唐　津　炭　田　北　西　部

現在に至っている。唐津本坑は昭和 12 年に開坑されたもので，斜坑をもってほゞ南方

へ向かって掘進を行い，上三尺・三尺・上五尺・五尺の各炭層を稼行し，すでに上三

尺および三尺炭層は採掘を終り，現在は上五尺および五尺炭層を採掘している。五尺

炭層は上盤は灰色泥岩～シルト岩で，時に粗粒砂岩となることもあり，比較的堅硬で

ある。これに対し下盤は比較的軟らかい灰色泥岩からなる。山丈は 2.10 m で，石炭

は 3 ～ 4 枚に分かれ，炭丈 1.3 m 内外である。上五尺炭層は五尺炭層より約 40 m 上

位にあり，山丈 60 cm，炭丈 55 cm である。五尺炭層は西方へ向かって薄くなる傾向

がある。各炭層の炭質は第 6 表の通りである。
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　第 12 図　　佐　世　保　炭　田　北　東　部



第  6  表

                             分析  :  九大，   昭和 25年  6 月  17 目

          産額 :   昭和 26年 10月                        9，600 t

                             〃         11 月                        8，800

                             〃         12 月                      10，100

                        昭和 27 年  1  月                      10，600

                            〃            2 月                      11，500

                            〃            3 月                        9，700

                            〃            4 月                        9，000

    III.  1.  2   佐世保炭田北東部

　佐世保炭田は佐世保市周辺を中心として，東方は伊万里市の西域一帯，北方は隣接

平戸図幅地域の調川・志佐地区を経て本図幅地域の西部に及んでいる。本炭田は古く

から小規模の採掘が行われたようであるが，明治にはいって急速に鉱業発達し，年々

その産額を増している。本地域内で稼行炭層の認められるのは鷹島・入野地区を北限

とし，これより北方では隣接呼子図幅地域に至るまで，主要炭層はいずれも炭質頁岩

に変化するか，消失している。本地域における主要炭層とその稼行状況とは第 12 図

および第 7 表に示す通りである。

　新田五尺　本炭層は黒川村で七ヘダ炭層，入野・有浦村ではモエズ炭層と呼ばれて

いる。煤屋南方および黒川村の七ヘダ炭層は厚さ約 2 m の暗灰色泥岩中にそれぞれ

3 ～10 cm の 4 ～ 5 枚の薄炭層として介在し，場所によってその飾りの状況が甚だし

く異なる。かつて黒川村で採掘されたことがあり，随所に旧坑がある。福田附近で

は断層によってその南方に本炭層が繰り返して露出している。福島の長北炭砿で採掘

中の炭層も本炭層にあたる。厚さ約 6 ～8 m の泥岩中に，厚さ 8 cm 以下の 7 ～8 枚の
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第  7  表　佐世保炭田北東部炭層状況
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炭層欄中の数字は層間距離，単位  :  m，
炭層名中下線を付したものは主要炭層
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第 13図　  切木川川口北岸におけるモエズ炭層附近の地質柱状図



炭層があり，こゝではまた 8 cm 以下の白色凝灰質砂岩を伴なう特徴がある。有浦村で

モエズと呼ばれる炭層は，山丈 40 cm のヘダ物で，その下位約 6 m に厚さ 2 m の凝

灰岩を伴なう特徴がある。切木川の川口におけるこの関係は第 13 図の通りである。

有浦附近では本炭層は切木川の川口北岸（旧坑）・牟形南方・昭和鉱業有浦砿業所・有

浦川下流の新田南方（旧坑）・有浦川北岸（旧坑）および有浦村犬吠西方の石橋鉱業新有

浦炭砿等に露出する。

　福島二尺（大鶴二尺）　本炭層は大瀬五尺炭層に対比されるもので，福島で福島二尺

炭層，入野村で大鶴二尺炭層と呼ばれている。福島二尺炭層は福島および入野村阿漕

附近における主要稼行炭層で，沖の山炭砿・日の浦炭砿・大山炭砿・旧鯛の鼻炭砿・阿漕

の旧坑等でかつて採掘されたことがあり，現在は徳義炭砿および鯛の鼻炭砿で稼行さ

れている。本炭層は厚さ3～8 mの泥岩中にあって，山丈40～60 cm，下盤は暗灰色泥

岩である。炭層の下盤には厚さ 3 cm 以下の白色泥岩を伴なうことがあり，上盤側には

1～ 2枚の薄炭層がある。この泥岩帯の下位および上位は，いずれも10～30 mの厚層

をなす灰白色塊状中粒砂岩である。露頭は沖の山炭砿附近・城越山北西方，大山部落

神社附近・土谷～里間の道路および旧鯛の鼻炭砿附近に見られ，その他各所に旧坑が

ある。入野地区では大鶴二尺炭層の露頭は判明しないが，杵島炭鉱株式会社大鶴砿業

所で盛んに採掘されており，こゝでは山丈 50 cm 内外，炭丈は 40 cm 内外である。

　鍋串二枚　本炭層は柚木三枚炭層に対比されるもので，かつて福島の鍋串部落附近，

入野村阿漕附近その他で採掘されたことがある。現在は福島炭砿で稼行中である。本

炭層は厚さ30 cm内外の砂岩・泥岩の互層帯中にあって，厚さ10～20 cmの 2～3枚

の炭層からなり。その間に厚さ 40 cm 以下の灰色～暗灰色の泥岩の 1 ～ 2 枚の夾みを

有する。下盤は灰色泥岩である。全域にわたってよく連続する。

　鷹島三尺　本炭層は厚さ 10～ 30 m の顕著な泥岩帯中にあり，第 14図のような炭層

の状況から従来松浦三尺炭層にあたるものと考えられていたが，柚木層中の石炭であ

る。鷹島では発達が顕著で，現在北鷹島炭砿で稼行されている。この炭層は日比・白

貝両試錐でそれぞれ地表から 40 m，60 m 下に認められ，両試錐間にある NE‒SW 方

向の断層によって南東方から北西方へ向かってほゞ同じ層準の地層が繰り返して露出

している。入野・福島地区でも本炭層に相当すると思われる炭層（福島の白岩炭層）が

認められるが，いずれも稼行されていない。
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　                                                                 松浦三尺　今福町の北西方の海岸に沿って分

                                                                 布する本炭層は，第15図に示すように，炭丈30

                                                                 cm内外で，そのなかに1～ 2 cmのゴマ状砂岩

                                                                 を挾む特徴がある。炭層の上下にそれぞれ7 cm，

                                                                 15 cm の炭質頁岩を伴ない，一見厚層の見掛け

をしている。土肥の浦坑でかつて稼行

されたことがある。本炭層は南隣伊万

里図幅地域内の向山炭砿・久原炭砿・松

浦炭砿等で古くから稼行されている。

また飛島では本炭層は地表に露出しな

いが，飛島炭砿で採掘されている。こ

この炭層は山丈45～100 cm，炭丈35～

40 cm で，泥岩およびゴマの夾みを 1

～3 枚含み，下位には厚さ7～10 cmの

炭質頁岩がある。

　砂　磐　本炭層は，第 16 図に示すよ

うに，炭丈約 35 cm で，3 ～5 cm の

シルト岩あるいはゴマ状砂岩の薄層を
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第 14図　鷹 島 三 尺 炭 層 柱 状 図

第 15図　 滑 榮 北 方 の 松 浦 三 尺 露 頭



2 ～ 3枚挾み，炭層の下に直接して約 25 cmの白色中粒～細粒砂岩を伴なっており，こ

の特徴的な飾りは各地でほとんど変化しない。また福井層の項で述べたように，本炭

層より 15 ～30 m 上位に必ず厚さ 1.5 ～ 3 m の凝灰角礫岩があり，上記の飾りととも

第16図　城山（左）および滑榮西方（右）の砂磐

に本炭層を見分けるのに便利である。本炭層は福島初崎・飛島および今福町周辺に分

布し，今福町周辺では旧坑が多く，また小規模に稼行されている。

　福井一枚　今福町の西方および南西方の山腹部に露出し，多くの旧坑があるが露頭

は確認しにくい。旧坑の資料によれば炭丈 24 cm 内外で，上盤は泥岩から砂岩へ変化

する特徴がある。本炭層は隣接平戸図幅地域内の中島鉱業江口坑で採掘されている。

　中島鉱業株式会社福島炭砿

　本炭砿は長崎県北松浦郡福島町釜にある。昭和 23 年 3 月，中島鉱業株式会社によっ

て開坑され，同年 8 月着炭して出炭を始め，現在に至っている。稼行炭層は鍋串二枚

炭層で，昭和 27 年の月産額は 6,000t である。本炭砿の石炭の分析結果は第 8 表の

通りである。
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第   8   表

　　　　　　　　  昭和 26年 10月 7日，中島鉱業株式会社分析

　福島二尺炭層もかつて採掘されたが，現在はその坑道が水没している。送炭は海運

による。

　中島鉱業株式会社徳義炭砿

　本炭砿は長崎県北松浦郡福島町浅谷にあり，釜からはトラックを通ずる。

　昭和 16 年 1 月，中島鉱業株式会社の斤先契約で坂本忠雄が開坑し，同 17 年 2 月着

炭し掘進を継続したが，同年 7 月中島鉱業株式会社がこれを引継ぎ，昭和 19 年 4 月か

ら出炭を開始して現在に至っている。

　稼行炭層は福島二尺炭層で，斜坑により海底採掘を行なっている。本炭層は炭丈 45

cm で，厚さ 1cm 内外の 3 枚の薄い夾みを有する。

　炭質は第 9表の通りである。

第   9   表

                            昭和 26 年 10月 7日，中島鉱業株式会社分析

　　産額 :     昭和 25年                        55,780 t

　　　　　  昭和 26年                        66,461 t

　送炭は海運による。

　中島鉱業株式会社鯛の鼻炭砿

　本炭砿は長崎県北松浦郡福島町綱の鼻にあり，伊万里から浦之崎・福島釜・鯛の鼻

を経て鷹島日比に至る定期船の便がある。

　明治初年頃から附近の人々が狸掘式に採掘を始め，明治 36 年頃福島二尺炭層の採掘

に着手したが，同 38 年炭砿不況により中止となり，その後昭和 6 年中島徳松の斤先
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として和田清夫がこれに着手し，同 9 年 4 月まで月産 2,000t 程度の出炭を持続した

が，ふたゝび不振となり，中島徳松が引継いで経営し，昭和 14 年中島鉱業株式会社の

設立とともに同社によって稼行され現在に至っている。

　稼行炭層は福島二尺炭層で，旧来鯛の鼻において稼行していたが，現在ではこれを

廃し，鍋串の北々東海岸から鍋串の方向へ向かって斜坑を卸して福島二尺炭層に着炭

し，これを採炭している。本炭砿における福島二尺炭層は炭丈 60 cm で，6 cm の夾

みがあり，その上部には 24 cm を隔てて厚さ 6 cm の薄炭層を伴なっている。

　本炭層の炭質は第 10 表の通りである。

第  10  表

                            昭和 26 年 10月 7日，中島鉱業株式会社分析

　　　産額 :    昭和 25年               77,743 t

　　　　　　  昭和 26年               93,579 t

　送炭は海運による。

　杵島炭鉱株式会社大鶴砿業所

　本炭砿は佐賀県東松浦郡入野村字鶴牧にあり，唐津市からバスの便がある。送炭は

炭砿から直接海運によって行われる。

　本炭砿附近では，明治初年頃から土地の人によって小規模に採掘が行われたが，昭

和 10 年 1 月，香春砿業株式会社により本格的採掘が行われ，1 坑を開坑した。翌 11

年 10 月，杵島炭鉱株式会社がこれを買収し，漸次規模を拡大して昭和 17 年 4 月には

2 坑の開墾に着手，昭和 23 年 6 月 1 坑を廃止，さらに昭和 25 年 3 月には上二枚炭層

採炭のため上二枚坑を開坑，同 26 年 6 月から採掘を始めた。現在稼行中の 2 坑におい

ては，入野断層の南部区域の大鶴二尺炭層を西方へ向かって採炭している。本炭層は

上盤は泥岩，下盤は砂岩で，ともに堅硬であるが，炭層の変化が著しい。山丈平均

51 cm，炭丈平均 42 cm である。本炭層から約 50 m 下位に稼行予定の上二枚炭層が

ある。この炭層は炭丈約 30 cm で，20 cm ほど下位に暗灰色泥岩を隔てて厚さ 10 cm

の薄炭層がある。



　1 坑坑内では安山岩質岩床が迸入しており，炭層が変質し，あるいは無炭区域とな

っているのがみられる。

　大鶴二尺炭層の炭質は第 11 表の通りである。

第  11  表

                            昭和 27 年 11月 29日，地質調査所技術部化学課分析

　　　産額 :　昭和 20年

　　　　　　　〃  21 年                            60,850t

                         〃  22 年                            36,100t

                         〃  23 年                            53,350t

                         〃  24 年                            68,400t

                         〃  25 年                            71,050t

                         〃  26 年                            90,830t
　

　北鷹島炭砿

　本炭砿は長埼県北松浦郡鷹島村日比にあり，伊万里から日比に至る定期船および今

福から殿浦に至る定期船の便がある。送炭は日比港から海運により行われる。

　本炭砿は昭和 12 年から九州鉱山株式会社により小規模に採掘されていたが，昭和

18 年企業整備により廃坑となり，昭和 24 年 4 月，楠野至厚・栗崎寅雄により再開さ

れこんにちに至っている。

　現在稼行中の炭層は鷹島三尺炭層で，5 坑および斜坑で採炭されている。本炭層は

従来松浦三尺炭層に対比されていたが，今回の調査により，さちに下位の柚木層中の

炭層であることが判明した。炭層は 1 m 内外の泥岩～砂質泥岩を挾んで 2 枚に分か

れ，上炭は厚さ約 15 cm，下炭は約 19 cm で，下炭は上炭に較べやゝ良質である。本

炭層から約 80 m 上位に，砂磐と呼ばれて従来世知原層最上部の砂磐炭層に対比されて
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                                                                                                                                 第    12

                                                                                                                            昭和 27 年 11月 29日，地質調査所

いた炭層（ほゞ神崎二枚炭層に相当）があり，黒津湾口の1坑でかつて稼行されたが，現

在では廃坑となっている。本炭層は炭丈 10 ～15cm で，上盤は板状砂質泥岩，下盤お

よび夾みは凝灰質砂岩からなり，その飾りは処により変化に富む。

　鷹島三尺炭層および鷹島砂磐炭層の炭質は第 12表のとおりである。

　　　産額 :　昭和 24年                     526 t

　　　　　　　〃   25 年                  3,324 t

　　　　　　　〃   26 年                  6,965 t

III.  2   石　　  材

　本図幅地域内で石材として採石される岩石は，第三系中の砂岩および “  真
まいし

石  ” と

呼ばれる玄武岩である。

　相知層群厳木層上部の堅硬な砂岩は畑島・大杉附近で採石され，石垣石・バラスと

して利用される。杵島層群佐里砂岩層および行合野砂岩層中の砂岩はほとんど同質で

ともに石垣石・土台石・バラス等に用いるために随所で採石されている。本地域で “ 行

合野石 ” と呼ばれるものは駒鳴砂岩層中の砂岩で，佐里砂岩層・行合野砂岩層の砂岩

に較べ，暗緑色を呈し，粗粒なのが特徴で，これも各地で採石され，石垣石等に利用

される。佐世保層群鷹島層中の板状砂岩は灰白色を呈し細粒で “  まくり石  ” と呼ば

れ，砥石として大ケ崎・星賀・阿翁附近で採石される。同様な砂岩は駄竹附近にも見

られる。

   56



　  表

技 術 部 化 学 課 分 析

　“  真石  ” と呼ばれる石は橄欖石粗粒玄武岩で，風化すると灰白色を呈し，一般に

粗粒で採石が容易である。菅牟田・稗木場・切木・湯野尾・鷹島等で採石され，墓石・

土台石等に利用される。

III.  3   瓦土およびセメント代用土

　唐津焼の素地として妙見土（西唐津）・諸浦粘土（有浦村）・中山陶土（波多津南東方）・

岸岳粘土（北波多村）などが知られる。これらは花崗岩の分解土あるいは第三紀層の風

化土で，随時利用されるに過ぎない。

　また入野村納所附近および値賀村今村附近の赤褐色土はセメント代用土として利用

される。これらは無斑晶質玄武岩の風化土である。

III.  4   鉱　　　物

　本図幅地域に広く分布する玄武岩類には，しばしば晶洞に富む部分が発達し，数種

の晶洞鉱物が晶出している。これらの晶洞鉱物については略述する。

   III.  4.  1   方　解　石

　切木村湯野尾の橄欖石粗粒玄武岩の晶洞中に晶出している方解石は，C（0001），m

（1010）からなる 6 角板状結晶で，平均径 3 mm 位である。この産地の晶洞は平均
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径 0.5 cm の球状をなし，方解石のみで充たされるもの，菱沸石のみで充たされるも

のおよび晶洞鉱物を全く伴なわないものの 3 種がある。方解石と菱沸石とが共生する

晶洞はほとんど見られない。

　入野村梅崎県道側採石場から採取した無斑晶質玄武岩の不規則な形の晶洞中に，曹

達沸石の球状集合体および菱沸石と共生する方解石は，a（1120）からなる無色透明の

柱状結晶の上に，f（0221）を主とし，r（1011）を伴なう菱面体結晶が平行連晶関係を

もって結合し，松茸状を呈する（軸の方向に 0.5 mm）。

    III.  4.   2    輝　　石

　唐津市外石高山石切場の橄欖石粗粒玄武岩中に円筒状の晶洞があり，部分的には小

形の不規則な晶洞が密集し，密集部は円筒状をなしている。この晶洞中に曹灰長石と

共生する輝石は，緑黒色不透明の長柱状結晶をなし，一見パーガス角閃石を思わせる

が，測角の結果明らかに輝石類に属する。柱面は a（100）を主体とし，m（110），

b（010）がやゝ発達し，ほかに f（310）の小面を伴なう。庇・底・卓面などは通常欠如し

明らかでないが，まれに n（102）を認める。c 軸方向に数  mm，a 軸方向に 0.3 mm

以下の針状に近い晶相であり，輝石の晶相としてはまれな種類に属する。

　唐津市外高島の多斑晶質玄武岩中およびその下位の集塊岩中には，輝石が最大 4 cm

以上に達する大きな団塊として産する。黒色で光沢が強い。結晶の外形が不規則なの

で結晶面は不明瞭である。これに関しては青山信雄の研究 7）がある。

    III.  4.  3   菱　沸　石

　切木村湯野尾の橄欖石粗粒玄武岩中の球状晶洞壁には，方解石のみ，あるいは菱沸

石のみが晶出したもの，または無鉱物のものの 3 種があり，方解石・菱沸石が共生す

る晶洞はほとんどない。菱沸石は白色半透明の r（1011）のみからなる菱面体晶相で，

平均 2 mm である。

　入野村梅崎県道側石切場に見られる無斑晶質玄武岩の不規則な晶洞中には，菱沸石

が曹達沸石・方解石と共生する。晶洞壁上に簇生する菱面体結晶で，径 1 mm以下，

共生する 2 鉱物よりも早期の晶出物である。

   58



    III.  4.  4   曹  灰  長  石

　唐津市外石高山石切場の橄欖石粗粒玄武岩中の不規則な晶洞中に，前記の輝石と共

生する。b（010）に扁平な板状をなし，ほかに c（001），y（201）を伴なう。

    III.  4.  5   曹  達  沸  石

　有浦村石田の無斑晶質玄武岩の大小様々の不規則な晶洞中に，白色の直径平均 1.5

cm の球状集合体として産する。しばしば橄欖石の結晶がこの球の核として存在する。

球の中心部は乳白色半透明の細長い繊維状結晶の緻密な集合体で，その外側は短い繊

維状集合が 2 ～3 層同心球状に取り囲んでおり，白色で絹糸状光沢が強い。最外層には

針状結晶が不規則な方向をもって簇生している。

　入野村梅崎では無斑晶質玄武岩の不規則な晶洞中に菱沸石・方解石と共生する曹達

沸石は，針状結晶が放射状に集合したものであって，白色の球状体として菱沸石の結

晶面上に生成されている。球状体の大きさは平均 5 mm である。
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(Abstract) 

GEOLOGY
 

        The sheet-map area is  si tuated in the northwestern Kyūshū, 
and i ts  main  par t  i s  located a t  the  basal  par t  of  the  Higashi-
Matsura Peninsula. 
        The area intruded by the pre-Tertiary gran i tes  i s  covered by 
Pa leogene  and  Neogene  Ter t i a ry,  Qua te rna ry  sed imen t s  and 
basalts.  The geological succession is summarized in the table 1.



Table  1
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Granites 
        The granites in this sheet-map area occupy the western part  
of the granitic rocks which are widely distributed in the northern 
Kyūshū.  They consist of schistose hornblende-biotite granodiorite, 
biotite granite or two-mica granite and mylonitic granodiorite, 
but the mutual relations of these rock facies are obscure.  
        The schistose hornblende-biotite granodiorite is  rich in vein-
lets of epidote, while the biotite granite or two-mica granite is 
traversed by many aplitic or pegmatitic veins.
 
Tertiary 
        The Tertiary strata overlie the grani tes ,  and are covered by 
lava f lows of  basal t .   The Tert iary system is  divided into the 
Ochi,  Kishima and Sasebo groups.  The Ochi group is Eocene, 
the Kishima group is Oligocene, and the Sasebo group is con-
sidered to be lower and middle Miocene in age.  

Ochi group 
        This group crops out in the southeastern corner of the area.  
I t  i s  d iv ided  in to  the  Kiuragi  format ion  and the  Yoshinotani 
formation.  The Kiuragi formation is rich in sandstone, and its 
upper  par t  yei lds  marine molluscan foss i ls .   The Yoshinotani 
formation mainly comprises sandstone and mudstone intercalating 
many workable coal  seams.   The total  thickness of  this  group 
reaches about 350 meters. 

Kishima group 
        This  group i s  conformable  to  the  u n d e r l y i n g  Ochi  group,  
and is  in contact  with granites by the Hatashima fault .   Sand-
s tone  i s  p redominant  in  the  lower  par t ,  whi le  muds tone  and 
siltstone are abundant in the upper.  This group is divided into 
six formations, and many marine molluscan fossils are found in 
each  format ion .   The  to ta l  th ickness  of  th is  group a t ta ins  to 
about 1,000 meters.
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Sasebo group 
        Th i s  g roup  i s  exposed  ma in ly  i n  t h e  w e s t e r n  ha l f  o f  t he  
sheet-map area.  The stratigraphical. relation between this group 
and the Kishima group is considered to be comformable.  This 
group is divided into five formations.  The lowermost formation 
unconformably  covers  the  gran i tes  exposed  near  Moroura  in 
Ariura-mura. 
        This group consists principally of alternations of sandstone 
and mudstone, in which sandstone is rather predominant. Mud-
stone intercalates many coal seams.  The total thickness of the 

Table   2
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group is 1,300~1,400 meters.   The stratigraphical relations of 
this  group are  summarized in  table  2 .  

Geological structure of the Tertiary system 
        Tr e n d  o f  t h e  Te r t i a r y  s t r a t a  i s  g e n e r a l l y  N W- S E  i n  t h e  
southeastern part ,  and N-S or NE-SW in the western half .   In 
the southeastern part of the area, an open fold structure is pre-
sent.  This structure is composed of an anticline and a syncline, 
pitching southwestward.  Many faults of NW-SE or WNW-ESE 
trend are  predominant .   Many faul ts  seen in  the  southeastern 
part  of the area are normal faults with southwestward inclina-
t i on  and  fo rm a  f au l t  zone .   Fau l t s  i n  t he  wes t e rn  ha l f  a r e 
generally larger in scale than those in the southeastern part, and 
run mainly straight wards.  Most of the faults occured after the 
folding and before the extrusion of basalts. 

Diluvium 
        Nea r  H iekoba  in  the  cen t r a l  pa r t  o f  t h i s  shee t -map  a rea ,  
grayish white or brown-colored mudstone underlying basalt lava 
flows occurs unconformably on the Kishima group.  This mud-
stone intercalates a few layers of coaly shale, and is partly rich 
in pebbles.  The similar sediments crop out in small extent near 
Sosoro-Kawachi, too.  Conglomerate bed, which is 1 or 2 meters 
in thickness, is exposed under basalt lava flows at Yatoo in Ima-
fuku-machi.  

Basalts 
        Basalts of this area belong to  the so-cal led “Ci rcum Japan  
Sea alkaline province”.  They extend northwestward with gentle 
incl inat ion,  and cover  the  a lmost  whole  area  of  the  Higashi-
Matsura peninsula.   They occur as many lava flows and pyro-
clastic rocks,  and consist  of various kinds of rock types.   The 
mutual  re la t ion of  these rock types is  shown in table  3 .
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Table   3

Augite-bearing acicular plagioclase basalt 
        I t  i s  the oldest  lava in  the  mapped  area,  and is  exposed in  
small  extent.   The rock is  dark green or dark gray in color.  I t 
contains many phenocrysts of acicular plagioclase, olivine and a 
small  amount of augite.   The groundmass shows an intersertal 
or ophitic texture, and consists of plagioclase, augite, ilmenite, 
interfilling alkali-feldsper. 

Olivine dolerite 
        I t  i s  divided into the lower and the upper  ol ivine doler i te .  
They are porous,  and are r ich in the phenocryst  of  olivine.  In 
the druses, the crystals of plagioclase and augite are seen.  The 
groundmass shows an ophitic texture and is composed of plagio-
clase, olivine, titaniferous augite or common augite, ilmenite and 
anorthoclase.
 
Dosemic and non-porphyritic basalt 
        The thick ser ies  of  this  rock is  dis t r ibuted in  large extent .  
The lower  par t  of  the  lava-contains  few phenocrysts ,  but  the
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upper part is rich in the phenocryst of olivine, augite and pla-
gioclase.  At Taka-shima near Karatsu City or other places, the 
lava is  r ich in  inclusion of  augi te ,  ol ivine and in  xenol i th  of 
granitic rock. 

Labradolite basalt 
       I t  occurs  only  in  the  nor thern  par t  o f  t h e  s h e e t -map area .  
The rock is  bluish gray in color,  and rich in the crystal  of la-
bradolite (0.5~1 cm long).  Phenocrysts are labradolite and olivine. 
The groundmass shows ophitic texture, and consists of plagioclase, 
olivine, titaniferous augite, biotite, apatite, magnetite and alkali-
feldsper. 

Olivine basalt 
       I t  i s  dis t r ibuted in  small  extent  in  the n o r t h e r n  p a r t  of  the 
area mapped.  The rock is rich in the phenocrysts of olivine.  Some 
specimens contain hypersthene in groundmass or as micropheno-
cryst.  The groundmass shows intergranular texture, and consists 
of plagioclase, olivine, augite and others. 

Acicular plagioclase-bearing basalt 
       The rock is dark gray in color and is co r se -g ra ined , contai-
ning abundant phenocryst of fine-grained acicular plagioclase. In-
tersertal groundmass is composed of plagioclase, olivine, augite, 
magnetite and alkali-feldsper.
 
Gray olivine basalt 
       It is the uppermost of the lava flows of the basalt.    The rock 
is gray-colored and compact.  It contains olivine in abundance as 
phenocryst, and plagioclase in a small amount.  The groundmass 
shows diabasic texture, and consists of plagioclase, olivine, augite, 
magnetite, biotite and small amount of alkali-feldsper.
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Alluvium 
        Alluvial deposits are composed of sand, gravel and clay, and 
develop along the rivers and the coast.   Sand dune is found at 
Matsura-ga ta  in  the  eas t  o f  Kara tsu  Ci ty.  

ECONOMIC GEOLOGY
 
Coal 
       The Ochi group and the Sasebo group contain many workable 
coal  seams.   The main coal  seams in the Ochi  group are two, 
wh ich  a re  in t e rca la t ed  in  the  lower  pa r t  o f  t he  Yosh ino tan i 
formation; one is 1 meter in thickness and is called “Sanjaku”, 

Table   4



and the other  is  1-1.4  meters  in  thickness  and is  cal led “Go-
shaku”.  Recently, Karatsu coal mine is working them.  Among 
a great  number of coal seams in the Sasebo group, seven coal 
seams are being worked at  present ,  but  they are absent  in the 
same group occur ing  in  the  nor thern  par t  of  Taka-shima and 
Irino district.  The name of the coal seams and the mining coal 
seams in the Sasebo group are shown in table 4.
 
Building stone 
       Olivine dolerite and Tertiary sandstone are quarried for build-
ing stone.
 
China stone and substitute cement 
        Decomposed rock of granite and weathered rock of the Ter-
t iary sediments are frequently used for  materials  of  porcelain 
“K a r a t s u - y a k i ”.  
        Reddish brown soils which are the weathered part of the non-
porphyritic basalt are used for substitute cement.
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